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「
適
正
原
価
に
関
す
る
実
態
調
査
」

へ
の
回
答
は
お
済
み
で
す
か
？

（詳細は2面に掲載）

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
飲
酒
運
転
事

案
は
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
︑
令
和

７
年
中
に
は
33
件
の
事
案
が
確
認
さ
れ
︑
そ
の

う
ち
31
件
が
会
員
事
業
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
︒
運
行
中
の
飲
酒
は
24
件
に
達
し
︑
ま
た
車

種
別
で
は
大
型
車
15
件
︑
中
型
車
７
件
と
︑
輸

送
の
安
全
確
保
に
対
す
る
極
め
て
悪
質
な
反

社
会
的
行
為
で
あ
る
︒
ま
た
︑
点
呼
未
実
施

が
12
件
あ
る
な
ど
管
理
体
制
の
不
備
も
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
︒
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
交
通
対
策
委
員
会
（
委

員
長
:
二
又
茂
明
副
会
長
）は
２
月
４
日
︑﹁
飲

酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

取
り
組
み
強
化
に
つ
い
て
﹂
を
決
議
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
強

化
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
た
︒

　

飲
酒
運
転
は
︑
社
会
的
信

用
を
大
き
く
損
な
う
重
大
な

反
社
会
的
な
行
為
で
あ
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
と
っ

て
最
も
厳
し
く
対
処
す
べ
き

問
題
で
あ
る
︒
国
土
交
通
省

の
集
計
に
よ
る
と
︑
令
和
７

年
中
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

飲
酒
運
転
事
案
は
33
件
に
上

り
︑
静
岡
県
︑
大
阪
府
︑
兵

庫
県
︑
広
島
県
の
会
員
事
業

者
で
各
３
件
︑
栃
木
県
︑
神

奈
川
県
︑新
潟
県
︑長
野
県
︑

石
川
県
の
会
員
事
業
者
で
各

２
件
と
︑
全
国
的
に
事
案
が

確
認
さ
れ
て
い
る
︒

　

特
に
問
題
視
さ
れ
る
の

が
︑
業
務
前
点
呼
を
行
っ
た

後
の
運
行
中
の
事
案
が
24
件

を
占
め
︑
そ
の
う
ち
大
型
車

が
15
件
︑
中
型
車
が
７
件
で

あ
っ
た
こ
と
で
︑
主
に
中
・

長
距
離
運
行
に
使
用
さ
れ
る

車
種
に
集
中
し
て
お
り
︑
重

大
事
故
に
繋
が
り
か
ね
な
い

ケ
ー
ス
が
多
数
を
占
め
て
い

た
こ
と
に
な
る
︒

　

ま
た
︑
点
呼
未
実
施
が
12

件
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
︑
会

員
事
業
者
の
運
行
管
理
体
制

に
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
現
状
を
受
け
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
２

月
４
日
︑
第
１
２
６
回
交
通

対
策
委
員
会
を
開
催
（
２
面

に
関
連
）︒
令
和
７
年
中
の

飲
酒
運
転
事
案
発
生
状
況

（
速
報
値
）
お
よ
び
飲
酒
運

転
根
絶
に
向
け
た
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取
り
組

み
状
況
な
ど
を
審
議
し
︑﹁
飲

酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
取
り
組
み

強
化
に
つ
い
て
﹂
を
決
議
し

た
（
別
掲
）︒

　

今
後
全
ト
協
で
は
︑
業
界

全
体
で
﹁
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
﹂

の
目
標
達
成
に
向
け
て
ポ
ス

タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
や
事
故
事
例
の
共
有
を
通

じ
︑
飲
酒
運
転
根
絶
の
意
識

向
上
に
繋
が
る
啓
発
活
動
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

し
て
い
る
﹁
飲
酒
運
転
根
絶

署
名
様
式
例
﹂（
二
次
元
コ
ー

ド
）
の
活
用
を
呼
び
か
け
︑

宣
誓
署
名
活
動
を
推
進
し
て

い
く
︒

　

ま
た
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
︑

酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認
に

つ
い
て
︑
業
務
前
・
後
点
呼

等
で
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
が

正
し
く
使
用
で
き
る
こ
と
の

再
確
認
と
併
せ
て
︑
適
正
な

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
に
よ
る

確
認
の
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
︑
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
装
置
導
入
な
ど
へ
の
取

り
組
み
を
検
討
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑
一
部
の
都
道
府

県
ト
協
で
は
︑
会
員
事
業
者

が
関
与
し
た
飲
酒
運
転
事
案

な
ど
に
つ
い
て
︑
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
一

斉
送
信
な
ど
を
活
用
し
た
情

報
共
有
を
進
め
て
い
る
例
が

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
速
や

か
な
情
報
伝
達
手
段
を
活
用

し
た
再
発
防
止
策
の
徹
底
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

健
康
起
因
事
故
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
︑
ト
ラ
ッ

　

国
土
交
通
省
と
し
て
も
︑

各
種
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

費
用
の
補
助
な
ど
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
健
康
管
理
に
関
す
る

支
援
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す

が
︑
特
に
重
要
な
の
は
︑
健

康
診
断
の
確
実
な
受
診
と
︑

そ
の
結
果
に
基
づ
く
適
切
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
す
︒
健

診
結
果
の
管
理
や
ハ
イ
リ
ス

ク
者
の
見
え
る
化
を
行
う
こ

と
は
︑
事
業
者
の
健
康
管
理

体
制
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る

も
の
で
す
︒

　

健
康
起
因
事
故
防
止
は
︑

事
業
者
の
皆
様
の
協
力
な
く

し
て
実
現
で
き
ま
せ
ん
︒
ぜ

ひ
︑
確
実
な
健
診
受
診
と
積

極
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

実
施
い
た
だ
き
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
健
康
維
持
と
安
全
運
行

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理

は
︑
い
ま
や
交
通
安
全
対
策

の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
は
社
会
を
支
え
る
基
幹

産
業
で
あ
り
︑
そ
の
安
全
確

保
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
関
係
者
の
皆
様
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
︒

　

国
土
交
通
省
の
資
料
に
よ

る
と
︑
令
和
６
年
中
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
健
康
起

因
事
故
件
数
は
１
３
６
件
で
︑

令
和
元
年
の
77
件
と
比
較

し
︑
約
１
・
８
倍
に
増
加
し

て
い
る
︒
一
方
︑
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
が
第
一
当
事
者
と
な
っ

た
死
亡
事
故
件
数
は
令
和
６

年
中
で
２
０
０
件
と
な
り
︑

令
和
元
年
の
２
３
９
件
か
ら

減
少
し
て
い
る
（
図
１
）︒
死

亡
事
故
件
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
中
で
健
康
起
因
事
故
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は

﹁
健
康
管
理
セ
ミ
ナ
ー
﹂
や

﹁
過
労
死
等
防
止
対
策
セ
ミ

ナ
ー
﹂
を
開
催
し
︑
事
業
者

の
健
康
経
営
を
支
援
し
て
い

る
︒

　

特
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健

康
管
理
に
は
︑
ま
ず
定
期
健

康
診
断
結
果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
が
︑
全

ト
協
で
は
﹁
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
﹂（
運
用

:
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）（
図
２
）
に

基
づ
き
︑
健
診
結
果
か
ら
健

康
起
因
事
故
に
繋
が
り
や
す

い
﹁
肥
満
・
高
血
圧
・
脂
質

異
常
・
高
血
糖
﹂
な
ど
の
ハ

イ
リ
ス
ク
者
を
可
視
化
し
︑

再
検
査
・
精
密
検
査
等
の
受

診
指
導
に
つ
い
て
専
門
家
か

ら
し
っ
か
り
と
し
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
健
康
支
援
を
行
っ
て
い
る
︒

全
ト
協
が
費
用
を
半
額
負
担

し
︑
１
人
当
た
り
千
円
（
税

抜
）
で
利
用
で
き
る
の
で
︑

積
極
的
に
活
用
し
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
健
康
に
着
目
し
た
経

営
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
︒
ま
た
︑
血
圧
計
導
入

へ
の
助
成
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面

の
支
援
に
加
え
︑
６
年
度
か

ら
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
直
接
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
健
康
増
進
の

た
め
の
動
画
を
制
作
し
︑
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
な

ど
︑
多
様
な
健
康
支
援
策
を

展
開
し
て
い
る
︒

　
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
の
対
応
を
受
け
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
が

健
全
に
発
展
し
︑
社
会
と
共

生
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
輸

送
を
提
供
し
続
け
る
た
め
に

は
︑
交
通
事
故
防
止
対
策
と

健
康
起
因
事
故
防
止
対
策
の

両
輪
で
の
対
策
推
進
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
︒

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
取
り
組
み
強
化
に
つ
い
て（
決
議
）

　

国
土
交
通
省
が
策
定
し
た
「
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」
に
お
い
て
は
、「
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
」
を
目

標
と
し
、
ま
た
、
今
後
の
５
か
年
計
画
で
の
次
期
総
合
安
全
プ
ラ
ン
の
策
定
に
お
い
て
も
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
が
必
達
の
目
標
で
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い
て
も
、
目
標
達
成
に
向
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
対
す
る
各
種
啓
発
活
動
を
展
開
し
、そ
の
再
発
防
止
に
積
極
的
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、「
安
全
で
安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
」

が
社
会
的
使
命
で
あ
り
、
常
に
「
安
全
」
を
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
事
業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
関
係
す
る
飲
酒
運
転
事
案
は
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
ず
、
国

土
交
通
省
の
集
計
に
よ
れ
ば
令
和
６
年
中
に
は
30
件
も
の
飲
酒
事
案
が
判
明
し
、
令
和
７
年
中
に
は
33
件

（
速
報
値
）
も
の
飲
酒
事
案
が
確
認
さ
れ
、
業
界
が
目
指
す
飲
酒
運
転
根
絶
に
は
至
ら
ず
、
増
加
傾
向

に
あ
り
、
極
め
て
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
一方
で
、
社
内
体
制
を
確
立
し
た
う
え
で
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ん
の一握
り
の
心
無
い
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
引
き
起
こ
す
飲
酒

運
転
に
よ
り
、「
運
送
業
界
全
体
の
体
質
的
な
問
題
」
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
業
界
の
社
会
的

信
頼
性
は
著
し
く
失
墜
し
て
し
ま
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
飲
酒
運
転
と
い
う
反
社
会
的
行
為
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
第
１
２
６
回
交

通
対
策
委
員
会
で
は
、
業
界
全
体
と
し
て
左
記
事
項
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
一丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
業
界
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

記

１
．
各
事
業
所
に
お
い
て
は
、
所
属
の
全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
飲
酒
運
転
し
な
い
こ
と
の
宣
誓
書
の
署

名
活
動
な
ど
を
展
開
し
、
飲
酒
運
転
根
絶
を
図
る
。

２
．
飲
酒
運
転
根
絶
を
図
る
た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
が
正
し
く
使
用
で
き
る
こ
と
の
再
確
認
と
併
せ
、

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
に
よ
る
酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ

ー
ロッ
ク
装
置
の
導
入
な
ど
に
よ
る
飲
酒
運
転
防
止
に
向
け
た
ハ
ー
ド
対
策
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。

３
．
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
い
て
は
、飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、

飲
酒
運
転
根
絶
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
会
員
事
業
者
が
関
係
し
た
飲
酒
運
転
に
つい
て
は
、

会
員
事
業
所
への
速
や
か
な
情
報
伝
達
手
法
を
活
用
し
た
再
発
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る
。

令
和
８
年
２
月
４
日

公
益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

副
会
長
（
交
通
対
策
委
員
長
）　

二
又　

茂
明

健康診断結果のフォローアップで健康起因事故を未然に防止!!
「運輸ヘルスケアナビシステムⓇ」でハイリスク者を可視化
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図１　トラックの死亡事故および健康起因事故の状況

令和元 2
※健康起因事故報告、国土交通省「令和 7年度第 2回自動車運送事業安全対策検討会」資料
　トラックが第一当事者の死亡事故、全日本トラック協会「事業用自動車の交通事故発生状況」（令和 7年 9月）
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飲酒運転根絶
署名様式例

のメリット

図２

国交省
全事業者対象

鈴木　健介 安全政策課長

二又　茂明
全ト協副会長

（交通対策委員長）

飲酒運転は業界の社会的信頼を失墜する行為!!
危機的状況に交通対策委員会が根絶に向け決議

業
界
一
丸
で
取
り
組
み
を
強
化

業
界
一
丸
で
取
り
組
み
を
強
化

第
１
２
６
回
交
通
対
策
委
員
会

物
流
・
自
動
車
局

物
流
・
自
動
車
局

鈴
木　

健
介　

安
全
政
策
課
長
が
コ
メ
ン
ト

鈴
木　

健
介　

安
全
政
策
課
長
が
コ
メ
ン
ト

　

運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
Ⓡ
の
最
大
の
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
目
線

に
立
っ
て
い
る
﹂
こ
と
で
す
︒

健
康
診
断
項
目
に
加
え
︑
Ｓ

Ａ
Ｓ
（
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
）
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
結
果
や
︑
労
務
管
理
上

で
も
有
効
な
履
歴
と
な
る
働

き
方
︑
安
全
運
転
と
密
接
な

関
係
の
あ
る
労
働
時
間
・
事

故
歴
︑
適
性
診
断
の
情
報
が

管
理
で
き
︑
受
診
勧
奨
の
記

録
は
指
導
歴
に
も
残
る
た

め
︑
一
連
の
健
診
デ
ー
タ
か

ら
﹁
事
故
の
予
兆
﹂
も
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
︑
未
然
に

事
故
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︒

作本　貞子
NPO法人ヘルスケアネットワーク

副理事長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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Ｐ
Ｏ
法
人
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
本　

貞
子　

副
理
事
長
が
コ
メ
ン
ト

作
本　

貞
子　

副
理
事
長
が
コ
メ
ン
ト
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　あなたは、前車に追従しながらトンネルを走行しています。
出口付近に差しかかったところで、前車のブレーキランプが
点灯しました。この場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよいで
しょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 183回〕「冬のトンネルの出口」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。 助

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
︒
今
回
の
改
訂
で
は
︑

令
和
５
年
３
月
以
降
順
次
見

直
さ
れ
た
対
面
点
呼
と
同
等

な
点
呼
（
遠
隔
点
呼
・
自
動

︹
業
務
前
・
業
務
後
︺点
呼
）

告
示
の
内
容
を
掲
載
し
た
ほ

か
︑
６
年
４
月
適
用
の
改
善

基
準
告
示
の
内
容
を
掲
載
し

て
い
る
︒

　

同
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

旧
防
府
Ｔ
Ｓ
の
再
開
後
の
利

用
意
向
を
調
査
中

近
畿
・
中
国
・
九
州
の

Ｔ
Ｓ
で
３
月
15
日
ま
で

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

３
月
15
日
ま
で
の
予
定
で
︑

旧
防
府
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
が
再
開
し
た

場
合
の
利
用
意
向
調
査
を
実

施
し
て
い
る
︒
近
年
︑
山
陽

自
動
車
道
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が

軒
並
み
満
車
と
な
っ
て
お
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
休

憩
場
所
の
確
保
に
苦
慮
し
て

い
る
現
状
に
鑑
み
︑
そ
の
対

策
と
し
て
旧
防
府
Ｔ
Ｓ
を
再

開
す
る
か
否
か
を
検
討
し
て

い
る
︒
調
査
は﹁
利
用
す
る
﹂

か
﹁
利
用
し
な
い
﹂
の
一
問

一
答
形
式
︒
左
の
二
次
元
コ
ー

ド
よ
り
回
答
可
能
︒

　

調
査
に
関
す
る
問
い
合
せ

は
︑
全
ト
協
道
路
・
施
設
部

（
03
・

３
３
５

４
・
１

０
１
９
）

ま
で
︒

過
去
2
番
目
の
高
水
準
に

１
月
の
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

成
約
運
賃
指
数

　

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
と
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
ま
と
め
た
︑
令
和
８

年
１
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
（
速

報
値
）
は
１
３
７
と
対
前
月

比
で
８
ポ
イ
ン
ト
低
下
︑
対

前
年
同
月
比
で
２
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
た
も
の
の
︑
１
月
と

し
て
は
昨
年
に
次
い
で
過
去

２
番
目
の
高
さ
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
１
月
の
荷
物
情
報
登

録
件
数
も
11
万
１
４
２
４
件

と
︑
前
年
同
月
の
13
万
２
９

８
７
件
に

比
べ
て
16

・
２
％
減

少
し
た
︒

「
運
行
管
理
業
務
と
安
全
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
改
訂

遠
隔
点
呼
・
自
動
（
業
務
前
・
業

務
後
）
点
呼
告
示
の
内
容
を
掲
載

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑﹁
運
行
管
理
業

務
と
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂（
令

和
８
年
２
月
改
訂
版
︑写
真
）

を
発
刊
し
た
︒

　

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
︑
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
︑
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全

規
則
︑
道
路
運
送
車
両
法
な

ら
び
に
道
路
交
通
法
を
取
り

上
げ
︑
解
説
し
︑
運
行
管
理

者
を
は
じ
め
と
し
た
輸
送
に

従
事
す
る
人
々
の
日
々
の
安

全
輸
送
の
確
保
の
た
め
の
一

第
１
回
「
次
世
代
ト
ラ
ッ
ク
対
応
委
員
会
」

大
型
Ｆ
Ｃ
Ｖ
・
小
型
Ｅ
Ｖ
等
の
実
用
性

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施

第1回「次世代トラック対応委員会」（1月27日、
日野自動車㈱お客様テクニカルセンター）

第
２
回
「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
対
策
委
員
会
」

態
調
査
︑
②
許
可
更
新
制
に

係
る
審
査
方
針
︱
︱
に
つ
い

て
国
交
省
が
説
明
︒
ま
た
︑

③
令
和
８
年
４
月
施
行
内
容

（
違
法
な
白
ト
ラ
の
禁
止

等
）
の
対
応
︱
︱
に
つ
い
て

全
ト
協
事
務
局
が
説
明
し
︑

意
見
交
換
を
行
っ
た
︒

　

①
で
は
︑
全
運
送
事
業
者

を
対
象
に
現
在
実
施
し
て
い

る
﹁
適
正
原
価
に
関
す
る
実

態
調
査
﹂
に
つ
い
て
︑
少
し

で
も
多
く
の
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
観
点
か
ら
︑
問
合
せ
対

応
や
解
説
動
画
な
ど
と
併
せ

て
あ
ら
た
め
て
事
業
者
に
周

知
を
図
る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
③
で
は
︑
国
交
省

と
全
ト
協
と
の
連
名
で
作
成

し
た
事
業
者
向
け
・
荷
主
向

け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
各
運

輸
支
局
に
配
布
す
る
ほ
か
︑

違
法
な
白
ト
ラ
の
禁
止
に
つ

い
て
は
マ
ス
コ
ミ
も
活
用
し

て
周
知
啓
発
を
図
る
こ
と
と

し
た
︒

　

第
２
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
対
策
委
員
会
﹂（
委

員
長
:
寺
岡
洋
一
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が
１

月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

委
員
会
に
は
︑
国
土
交
通

省
物
流
・
自
動
車
局
の
三
輪

田
優
子
貨
物
流
通
事
業
課
長

を
は
じ
め
︑
国
交
省
の
担
当

者
が
出
席
︒
寺
岡
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
︑
議
事
と
し

て
︑
①
適
正
原
価
に
係
る
実

　

会
で
は
冒
頭
︑
役
員
選
任

が
行
わ
れ
︑
委
員
長
に
山
口

嘉
彦
副
会
長
（
岐
阜
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
）
が
︑
副
委

員
長
に
は
武
井
宏
氏
（
群
馬

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が

就
任
︒
審
議
事
項
と
し
て
︑

①
﹁
次
世
代
ト
ラ
ッ
ク
対
応

委
員
会
﹂
設
置
お
よ
び
目
指

す
方
向
性
︱
︱
を
審
議
し
た

ほ
か
︑
②
大
型
Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃

料
電
池
自
動
車
）・
小
型
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）
お
よ
び
Ａ

Ｅ
Ｂ
Ｓ
（
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
）
の
実
用
性
︑
③
今

後
の
活
動
︱
︱
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
委
員
会
に
先
立

ち
︑
次
世
代
ト
ラ
ッ
ク
見
学

・
試
乗
会
を
開
催
し
た
（
詳

細
は
次
号
に
掲
載
）︒

　

第
１
回
﹁
次
世
代
ト
ラ
ッ

ク
対
応
委
員
会
﹂
が
１
月
27

日
︑
東
京
都
羽
村
市
の
日
野

自
動
車
㈱
お
客
様
テ
ク
ニ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

同
委
員
会
は
︑
こ
れ
ま
で

の
﹁
次
世
代
新
技
術
対
応
小

委
員
会
﹂
に
代
わ
り
︑
令
和

７
年
に
常
任
委
員
会
と
し
て

新
設
︒
次
世
代
ト
ラ
ッ
ク
に

関
す
る
こ
と
や
︑
次
世
代
ト

ラ
ッ
ク
に
係
る
イ
ン
フ
ラ
・

環
境
整
備
︑
制
度
・
法
律
等

︱
︱
を
所
管
事
項
と
す
る
︒

適
正
化
二
法
に
関
し
て意

見
交
換

第
１
２
６
回
「
交
通
対
策
委
員
会
」

承
認
︒
二
又
委
員
長
は
︑﹁
こ

の
決
議
に
沿
っ
て
︑
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
様

と
一
丸
と
な
り
︑
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
﹂と
宣
言
し
た
︒

　

続
い
て
︑﹁
７
年
中
の
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
死
亡
事
故
件

数
（
速
報
）﹂
や
︑﹁
災
害
物

流
専
門
家
研
修
の
実
施
状

況
﹂
等
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

（
一
社
）
計
測
健
康
啓
発
協

会
の
望
月
計
代
表
理
事
が
︑

Ｄ
Ｘ
化
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
装
置
の
開
発

動
向
等
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
っ
た
︒

　

２
月
４
日
︑
第
１
２
６
回

﹁
交
通
対
策
委
員
会
﹂（
二

又
茂
明
委
員
長
）
が
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
開
催
さ
れ

た
︒
議
事
で
は
︑
①
令
和
８

年
度
事
業
計
画
（
案
）︑
②

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取

り
組
み
︑
③
次
期
総
合
安
全

プ
ラ
ン
（
案
）︑
④
大
型
車

の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
対
策

︱
︱
に
つ
い
て
審
議
し
︑﹁
８

年
度
事
業
計
画
（
案
）﹂︑﹁
飲

酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
決
議

（
案
）﹂（
１
面
に
詳
細
）
を

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た決

議
を
採
択

第126回「交通対策委員会」（2月4日、全ト協）

第
３
回
「
総
務
委
員
会
」

令
和
８
年
度

事
業
計
画
書
（
案
）
等
を
承
認

令和7年度第3回「総務委員会」（2月5日、全ト
協）

特
別
会
計
収
支
予
算
書（
案
）

お
よ
び
鈴
木
基
金
特
別
会
計

収
支
予
算
書
（
案
）︑
部
会

規
程
の
一
部
改
定
（
案
）
に

つ
い
て
審
議
・
承
認
し
た
︒

　

な
お
︑
同
委
員
会
で
承
認

さ
れ
た
内
容
は
︑
３
月
５
日

開
催
予
定
の
第
２
１
４
回
理

事
会
に
上
程
さ
れ
る
︒

　

続
い
て
︑
運
輸
事
業
振
興

助
成
交
付
金
や
︑
中
小
受
託

取
引
適
正
化
法
（
取
適
法
）

の
周
知
等
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
５
日
︑
令
和
７
年
度
第

３
回
﹁
総
務
委
員
会
﹂（
小

林
和
男
委
員
長
）
を
開
催
し

た
︒

　

議
事
で
は
︑
８
年
度
事
業

計
画
書
（
案
）
や
８
年
度
一

般
会
計
収
支
予
算
書
（
案
）

お
よ
び
交
付
金
特
別
会
計
収

支
予
算
書
（
案
）︑
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
運
営

［運行管理業務と安全］
 マニュアル

三日月大造滋賀県知事（左）に業界への支援を要望
する松田直樹滋賀県ト協会長（中央）。右は坂本克己
全ト協最高顧問（2月10日）

「トラック運送事業の適正原価に関する実態調査」にご回答ください！
調査を通じて原価構造の実態等を把握　適正原価設定に活かす

回答は　ドライバン等＝２月 20日㈮まで　特殊車両＝２月 27日㈮まで
　令和７年６月、議員立法により貨物自動車運送事業法が改
正され、トラックドライバーの適切な賃金の確保とトラック運
送業界の質の向上を図り、持続可能な物流を実現するため、「事
業許可の更新制」や「適正原価制度」が導入されることとなり
ました。
　国土交通省では、事業法改正の趣旨を踏まえ、適正原価の
設定にあたってトラック運送事業者の原価構造の実態等を把
握するため、「トラック運送事業の適正原価に関する実態調査」
を実施しています。
　同調査は、事業法第 60 条第 1 項および貨物自動車運送事業
報告規則第３条に基づき臨時の報告を求めるものであり、回答
の義務がある調査ですので、必ずご回答いただきますようお願
い申し上げます。
　
※�調査結果は統計的に処理し、個別事業者の情報を外部に開

示することや、運輸支局や労働基準監督署による監査等に
使用することはありません。「適正原価」に関する実態をあ
りのまま回答ください。

●�令和８年１月上旬以降、順次調査票が写真で示した封筒で郵
送されています。なお、特殊車両を保有する事業者には、調
査依頼の封筒が複数送付される場合があります。

・回答方法（次の①②のいずれか選択により回答）
① WEB サイト上での回答

同調査ホームページ（二次元コード①）
より、パソコンやタブレットから回答で
きます　（スマートフォンからは回答で
きません）

② �Excel ファイルに入力しメール添付によ
り送信
【ダウンロード先】二次元コード②
【メール提出先】submit@mlit.site

・回答期限
ドライバン等（霊柩車を含む）：８年２月 20 日㈮
特殊車両：８年２月 27 日㈮

・問い合わせ先
　「よくあるご質問」（二次元コード③）を
参照ください。また、「よくあるご質問」で
疑問点が解決しなかった場合には、以下の
連絡先までお問い合わせください。

○適正原価調査コンタクトセンター
メールアドレス　ask@mlit.site
FAX　03-6273-0485
電話　050-3642-4507
（メール、FAX による問い合わせが確実です）
※オペレータ対応時間：月～金曜（祝日を除く）9 時～ 18 時

▼�電話は大変混みあい、繋がらないことが多いため、電子メー
ル、FAX での問い合わせにご協力をお願いいたします。

【調査の実施主体】
国土交通省　物流・自動車局　貨物流通事業課
東京都千代田区霞が関 2-1-3

国交省 全事業者対象

二次元コード①

二次元コード②

二次元コード③

寺岡　洋一
全ト協会長

第２回「トラック適正化二法対策委員会」（1月26
日、全ト協）

旧防府TS
利用意向調査

令和8年1月分
WebKIT成約運賃指数
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

ト
ラ
ッ
ク
タ

イ
ヤ
の
パ
ン
ク

修
理
は
︑
ま
ず

車
両
か
ら
ホ
イ

ー
ル
付
き
タ
イ
ヤ
を
一
度
外
し
た
あ
と
︑
空

気
を
完
全
に
抜
き
︑
ホ
イ
ー
ル
と
タ
イ
ヤ
を

分
解
し
て
︑
パ
ン
ク
の
原
因
と
な
っ
た
傷
口
を

ゴ
ム
製
パ
ッ
チ
で
塞
ぎ
ま
す
︒
そ
の
後
︑
さ
ら

に
仕
上
げ
と
し
て
︑
イ
ン
ナ
ー
ラ
イ
ナ
ー
補

修
液
を
塗
り
つ
け
る
こ
と
で
︑
仮
修
理
が
完

了
し
ま
す
︒

　

そ
こ
ま
で
が﹁
空
気
注
入
前
の
準
備
段
階
﹂

で
す
︒
ホ
イ
ー
ル
に
タ
イ
ヤ
を
組
ん
で
安
全
囲

い
に
入
れ
︑
６
０
０
~
９
０
０
kPa
程
度
の
高
圧

空
気
を
充
て
ん
し
て
い
き
ま
す
が
︑
タ
イ
ヤ

全
体
が
高
圧
に
耐
え
ら
れ
な
い
状
態
に
変
化

た
く
異
音
が
発
生
せ
ず
︑

適
正
空
気
圧
ま
で
入
れ

続
け
︑
安
全
囲
い
か
ら

タ
イ
ヤ
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
て
も
︑
車
両

ま
で
転
が
し
て
い
る
間
に
突
然
タ
イ
ヤ
が
破
裂

す
る
と
い
う
︑悲
惨
な
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
︒

　

そ
の
予
防
策
と
し
て
︑
安
全
囲
い
の
中
で
パ

ン
ク
修
理
後
の
タ
イ
ヤ
に
空
気
を
注
入
し
た
後

は
︑
す
ぐ
に
作
業
を
せ
ず
︑
10
分
ほ
ど
様
子
を

見
る
と
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
通
常
の
作
業

時
間
プ
ラ
ス
10
分
か
か
る
の
で
︑
総
所
要
時
間

は
約
30
~
40
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
︑
こ
の

10
分
が
タ
イ
ヤ
作
業
従
事
者
の
安
全
に
繋
が
り

ま
す
︒

　

実
は
こ
こ
１
年
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
パ
ン

ク
修
理
代
が
大
幅
に
上
が
っ
て
い
ま
す
︒
特
に
︑

飛
び
込
み
で
周
辺
の
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
を
利

用
し
た
場
合
は
︑
相
場
の
３
倍
ほ
ど
の
金
額
に

達
し
て
い
ま
す
︒

し
て
い
た
場
合
は
︑
異
変
が
起
き
ま
す
︒
タ
イ

ヤ
全
体
の
構
造
が
壊
れ
て
い
る
と
︑
タ
イ
ヤ
か
ら

﹁
プ
ツ
プ
ツ
﹂
や
﹁
ミ
シ
ミ
シ
﹂
と
い
っ
た
ゴ
ム

の
張
り
裂
け
音
が
響
き
始
め
ま
す
︒
も
し
そ
の

音
を
聞
き
逃
し
︑
さ
ら
に
空
気
を
入
れ
続
け
る

と
︑
タ
イ
ヤ
が
爆
音
と
と
も
に
大
き
く
破
裂
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒そ
の
威
力
は
凄
ま
じ
く
︑

最
大
積
載
量
４
㌧
用
の
17
・
５
㌅
の
ト
ラ
ッ
ク
タ

イ
ヤ
で
も
︑
厚
さ
10
㌢
㍍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

を
突
き
破
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
︒

　

タ
イ
ヤ
作
業
従
事
者
は
︑
そ
の
よ
う
な
危
険

に
晒
さ
れ
な
が
ら
︑
タ
イ
ヤ
全
体
を
隅
々
ま
で

確
認
し
︑
指
定
の
空
気
圧
値
に
セ
ッ
ト
し
ま
す
︒

そ
し
て
車
両
に
取
り
付
け
る
わ
け
で
す
が
︑
タ

イ
ヤ
に
空
気
を
入
れ
た
後
も
︑
さ
ら
な
る
危
険

が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
︒
空
気
注
入
中
は
ま
っ

　

一
例
を
挙
げ
る
と
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
１

本
の
パ
ン
ク
修
理
代
が
２
万
円
超
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
る
そ
う
で
︑
タ
イ
ヤ
作
業
従
事
者
の
筆

者
で
も
︑﹁
足
元
を
見
す
ぎ
で
は
な
い
か
﹂
と
思

い
ま
す
︒
大
型
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
新
品
タ
イ
ヤ

は
１
本
６
万
円
程
度
で
︑
つ
ま
り
今
や
﹁
修
理

を
す
れ
ば
２
万
円
︑
で
き
な
け
れ
ば
６
万
円
﹂

で
す
︒
し
か
し
︑
こ
う
し
た
タ
イ
ヤ
価
格
・
作

業
料
・
人
件
費
の
高
騰
や
︑
パ
ン
ク

修
理
に
は
大
き
な
危
険
が
伴
う
こ
と

を
加
味
す
れ
ば
︑
適
正
価
格
と
言
え

な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

最
近
︑
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
パ
ン
ク

事
例
で
は
︑
空
気
注
入
口
の
金
属
バ

ル
ブ
が
疲
弊
し
︑
そ
こ
か
ら
徐
々
に

空
気
が
抜
け
出
す
﹁
ス
ロ
ー
パ
ン
ク
﹂

が
増
え
て
き
ま
し
た
︒
特
に
︑
生
産

後
10
年
以
上
経
過
し
た
ホ
イ
ー
ル
は

要
注
意
で
す
︒
バ
ル
ブ
の
根
元
に
石

け
ん
水
を
か
け
て
空
気
漏
れ
が
な
い

か
し
っ
か
り
確
認
し
︑
泡
が
発
生
し

た
場
合
は
新
品
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
︒

 

第
172
回
「
パ
ン
ク
修
理
代
高
騰
の
背
景
」

～停止距離・車間距離編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�停止距離とは空走距離と制動距離を合わせた距離をいう。　　
（ ○・× ）

❷	�速度が２倍になれば制動距離も２倍になる。（ ○・× ）

❸	�重い荷物を積んでいるときは、制動距離は短くなる。　　　　
（ ○・× ）

❹	�大型自動車や中型自動車は、道路を見下ろす形になるため、車
間距離が実際よりも短く感じられる。（ ○・× ）

❺	�下り坂では、停止距離が長くなるので、車間距離を広くとる。
（ ○・× ）

（解答は7面）

関
す
る
詳
細

は
︑﹁
国
交

省
ｅ
︱

Ｇ
ｏ

ｖ
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
コ
メ
ン
ト
﹂（
二
次
元
コ
ー

ド
②
）
を
参
照
︒

 

引
越
時
期
の
分
散
を呼び

か
け

「
標
準
的
運
賃
」
へ
の

協
力
も
求
め
る

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
３
月

か
ら
４
月
に
か
け
て
引
越
の

依
頼
が
集
中
す
る
こ
と
か

ら
︑
経
済
団
体
等
を
通
じ
︑

引
越
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対

し
て
引
越
時
期
の
分
散
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

併
せ
て
︑
国
交
省
で
は
引

越
時
期
の
分
散
に
向
け
て
︑

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
︒

①
経
済
団
体
等
へ
の
要
請

　

経
済
団
体
を
通
じ
て
︑
民

間
企
業
の
異
動
時
期
分
散
化

の
検
討
要
請

②
国
交
省
職
員
の
異
動

　

４
月
期
の
人
事
異
動
に
伴

う
引
越
を
行
う
職
員
の
い
わ

ゆ
る
﹁
赴
任
期
間
﹂
の
活
用

　

な
お
︑
①
に
お
い
て
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
適

正
運
賃
収
受
を
図
る
観
点
か

ら
︑
令
和
６
年
３
月
告
示
の

﹁
標
準
的
運
賃
﹂
へ
の
理
解

・
協
力
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
る
︒
ま
た
︑②
に
つ
い
て
も
︑

国
交
省
職
員
に
対
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
適
正
な

引
越
運
賃
の
収
受
に
向
け
た

﹁
標
準
的
運
賃
﹂
を
考
慮
す

る
よ
う
推
奨
し
て
い
く
と
し

て
い
る
︒

春
季
年
次
有
給
休
暇

取
得
促
進
を
呼
び
か
け

春
の
訪
れ
に
年
休
で

ゆ
と
り
あ
る
時
間
を

　

厚
生
労
働
省
で
は
事
業
者

に
対
し
て
︑
春
季
に
お
け
る

年
次
有
給
休
暇
（
年
休
）
の

取
得
促
進
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

　

労
働
基
準
法
に
よ
り
︑
全

て
の
企
業
に
お
い
て
︑
年
10

日
以
上
の
年
休
が
付
与
さ
れ

る
労
働
者
に
対
す
る
︑
年
５

日
の
年
休
の
確
実
な
取
得
が

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
︑

年
休
の
取
得
率
は
依
然
と
し

て
政
府
目
標
で
あ
る
70
％
と

は
大
き
な
乖
離
が
あ
る
︒

　

厚
労
省
が
開
設
し
て
い
る

﹁
働
き
方
・

休
み
方
改
善

ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
﹂（
二
次

元
コ
ー
ド
）
で
は
︑
企
業
お

よ
び
従
業
員
が
自
社
の
働
き

方
・
休
み
方
に
関
す
る
現
状

や
課
題
等
を
簡
易
に
自
己
診

断
で
き
る
ツ
ー
ル
を
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
︑
企
業
の
取
り

組
み
事
例
や
働
き
方
・
休
み

方
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
働
き
方
・

休
み
方
改
革
の
た
め
に
︑
同

サ
イ
ト
の
活
用
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

 

待
機
時
間
削
減
の
た
め
輸

入
貨
物
引
取
時
の
運
用
ル

ー
ル
を
制
定成

田
国
際
空
港

　

成
田
国
際
空
港
㈱
貨
物
営

業
部
﹁
２
０
２
４
年
問
題
対

策
協
議
会
﹂
で
は
︑
輸
入
貨

物
の
引
き
取
り
に
伴
う
作
業

遅
延
・
待
機
時
間
の
削
減
の

た
め
︑
輸
入
貨
物
の
引
き
取

り
を
行
う
事
業
者
に
対
し
︑

ス
ロ
ッ
ト
（
予
約
）
時
間
ま

で
に
到
着
で
き
な
い
場
合
︑

必
ず
対
象
の
上
屋
に
連
絡
す

る
よ
う
呼
び
か
け
た
上
で
︑

貨
物
引
取
時
の
運
用
ル
ー
ル

を
次
の
通
り
定
め
︑
当
該
事

業
者
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

① 

ス
ロ
ッ
ト
時
間
ま
で
に
到
着

で
き
な
い
場
合
︑
順
番
が

後
回
し
に
な
る
（
例
:
ス

ロ
ッ
ト
枠
を
取
得
し
た
車

両
が
遅
れ
て
車
番
認
証
を

行
っ
た
場
合
︑
ス
ロ
ッ
ト
が

解
除
さ
れ
︑
当
該
車
両
は

フ
リ
ー
枠
で
待
機
︑
も
し

く
は
ス
ロ
ッ
ト
を
再
取
得
し

待
機
す
る
）︒

② 

上
屋
か
ら
の
呼
び
出
し
を

着
信
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
︑
15
分
を
超
え
て
も
バ

ー
ス
に
到
着
し
な
い
場
合
︑

当
該
車
両
の
予
約
が
削
除

さ
れ
る
（
例
:
ス
ロ
ッ
ト

枠
を
取
得
し
た
車
両
が
呼

び
出
さ
れ
︑
ス
テ
ー
タ
ス
が

﹁
入
場
済
︹
呼
び
出
し
Ｏ

Ｋ
︺﹂
に
な
り
︑
電
話
の
受

話
が
確
認
で
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
︑
上
屋
前
の
バ
ー

ス
に
到
着
し
な
い
場
合
︑

予
約
が
削
除
さ
れ
る
︒
こ
の

場
合
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の

即
時
呼
び
出
し
の
依
頼
に

は
原
則
と
し
て
応
じ
な
い
）︒

　

国
土
交
通
省
は
１
月
28

日
︑令
和
７
年
度
第
１
回
﹁
事

業
用
自
動
車
に
係
る
総
合
的

安
全
対
策
検
討
委
員
会
﹂（
委

員
長
:
野
尻
俊
明
流
通
経

済
大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催

し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
３
年
３
月

に
策
定
し
た
﹁
事
業
用
自
動

車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２

５
﹂
が
今
年
度
で
計
画
期
間

の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か

ら
︑
昨
年
よ
り
﹁
自
動
車
運

送
事
業
安
全
対
策
検
討
会
﹂

に
お
い
て
︑
次
期
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
る
︒

 

提
言
と
り
ま
と
め
に
向
け

て
議
論
を
展
開

総
合
物
流
施
策
大
綱

検
討
会

　

国
土
交
通
省
と
農
林
水
産

省
︑
経
済
産
業
省
は
１
月
30

日
︑
第
８
回
﹁
２
０
３
０
年

度
に
向
け
た
総
合
物
流
施
策

大
綱
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
座

今
回
の
会
議
で
は
︑
最
近
の

交
通
事
故
発
生
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
︑
次
期
プ
ラ
ン
案

の
目
標
設
定
や
重
点
施
策
に

つ
い
て
議
論
し
た
︒

　

６
年
中
に
発
生
し
た
交
通

事
故
全
体
の
件
数
（
人
身
事

故
件
数
）は
29
万
８
９
５
件
︒

そ
の
う
ち
︑
事
業
用
自
動
車

の
交
通
事
故
件
数
（
事
業
用

自
動
車
が
第
１
当
事
者
で
あ

る
人
身
事
故
件
数
）
は
２
万

２
６
２
３
件
で
あ
っ
た
︒ま
た
︑

ト
ラ
ッ
ク
（
軽
貨
物
以
外
）

に
お
け
る
交
通
事
故
件
数
は

８
６
１
９
件
で
︑
元
年
と
比

長
:
根
本
敏
則
敬
愛
大
学

特
任
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
次
期
﹁
総

合
物
流
施
策
大
綱
﹂
の
策
定

に
向
け
て
︑
今
後
の
物
流
施

策
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
言

を
得
る
た
め
に
行
っ
て
い
る

も
の
︒
今
回
は
︑
事
務
局
が

同
検
討
会
に
お
け
る
提
言

（
案
）
を
提
示
︒
そ
れ
を
受

較
し
︑
６
年
の
交
通
事
故
件

数
は
︑
軽
貨
物
以
外
の
全
モ

ー
ド
に
お
い
て
減
少
し
て
い

る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
の
事
故
類
型
と

し
て
は
︑﹁
追
突
﹂
が
全
体

の
約
４
割
に
あ
た
る
５
４
４
２

件
発
生
し
て
お
り
︑
最
多
を

占
め
る
︒
ま
た
︑
追
突
に
よ

る
死
亡
事
故
も
38
件
発
生
︒

さ
ら
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
（
軽
貨

物
以
外
）
の
死
亡
事
故
類
型

と
し
て
は
︑﹁
横
断
中
﹂
の

人
と
の
事
故
が
39
件
発
生
し

て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
こ
と
な
ど
を
受

け
て
︑
国
交
省
で
は
事
故
総

合
安
全
プ
ラ
ン（
案
︑別
掲
）

の
重
点
施
策
と
し
て
︑
６
項

目
を
掲
げ
た
︒

　

国
交
省
で
は
今
後
︑
２
月

に
次
期
プ
ラ
ン
案
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募

け
て
︑
委
員
に
よ
る
議
論
を

行
っ
た
︒

　

提
言
案
で
は
︑
次
期
大
綱

が
目
指
す
べ
き
今
後
の
物
流

施
策
に
つ
い
て
︑
５
つ
の
観
点

（
別
掲
）
に
分
類
︒
国
の
み

な
ら
ず
︑
物
流
事
業
者
︑
発

着
荷
主
︑
一
般
消
費
者
を
は

じ
め
と
し
た
物
流
に
携
わ
る

全
て
の
関
係
者
が
一
致
団
結

し
て
︑
各
種
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
と
し
て
い
る
︒

　

併
せ
て
︑
次
期
大
綱
に
盛

り
込
む
︑
主
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重

要
業
績
評
価
指
標
）
の
考
え

方
に
つ
い
て
も
議
論
を
行
っ

た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
２
月
中

を
目
途
に
開
催
す
る
第
９
回

検
討
会
に
お
い
て
︑
提
言
を

取
り
ま
と
め
る
予
定
︒

集
を
行
っ
た
上
で
︑
２
月
27

日
に
開
催
予
定
の
第
２
回

﹁
自
動
車
運
送
事
業
安
全
対

策
検
討
会
﹂
に
お
い
て
次
期

プ
ラ
ン
の
最
終
案
を
作
成
︒

３
月
23
日
開
催
予
定
の
第
２

回
﹁
事
業
用
自
動
車
に
係
る

総
合
的
安
全
対
策
検
討
委
員

会
﹂
に
お
い
て
次
期
プ
ラ
ン

を
決
定
し
︑
４
月
か
ら
運
用

を
開
始
す
る
予
定
︒

 

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

施
行
規
則
等
の一
部
を
改
正

す
る
省
令
案
に
関
し
て
パ
ブ

コ
メ
を
募
集２

月
20
日
㈮
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
施

行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
案
に
関
し
︑
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て

い
る
︒

　

今
改
正
で
は
︑
第
２
１
７

回
国
会
（
通
常
国
会
）
に
お

い
て
︑
衆
議
院
議
員
提
出
の

議
員
立
法
と
し
て
成
立
し
た

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令

和
７
年
法
律
第
60
号
）
の
一

部
施
行
に
伴
い
︑
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
施
行
規
則

（
平
成
２
年
運
輸
省
令
第
21

号
）
お
よ
び
関
係
法
令
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
︒

　

省
令
の
主
な
改
正
内
容

は
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協

会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
①
）
に
掲
載
し
て
い

る
︒

　

同
省
令
案
の
公
布
は
２
月

下
旬
︑
施
行
は
４
月
１
日
の

予
定
︒

　

意
見
募
集
期
間
は
︑
２
月

20
日
㈮
ま
で
︒
意
見
募
集
に

次
期
「
事
業
用
自
動
車
総
合　

安
全
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
議
論

事
業
用
自
動
車
に
係
る

総
合
的
安
全
対
策
検
討
委
員
会

「
物
流
統
括
管
理
者

（
Ｃ
Ｌ
Ｏ
）
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催

２
月
24
日
㈫

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
︑
２
月
24
日
に
﹁
物
流

統
括
管
理
者
（
Ｃ
Ｌ
Ｏ
）
フ

ォ
ー
ラ
ム
﹂
を
開
催
す
る
︒

　
﹁
物
資
の
流
通
の
効
率
化

に
関
す
る
法
律
﹂（
物
流
効

率
化
法
）
の
改
正
に
伴
い
︑

一
定
規
模
以
上
の
荷
主
を
対

象
と
し
て
役
員
等
の
経
営
幹

部
か
ら
Ｃ
Ｌ
Ｏ
を
選
任
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
︒

特
に
︑
Ｃ
Ｌ
Ｏ
に
は
︑
経
営

の
視
点
か
ら
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

を
司
る
︑
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｌ
Ｏ

（Chief Logistics Officer

）と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
︒ 　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
︑
先

進
的
な
企
業
の
取
組
事
例
や

﹁
物
流
統
括
管
理
者
（
Ｃ
Ｌ

Ｏ
）
に
期
待
さ
れ
る
姿
﹂
等

に
つ
い
て
発
信
す
る
と
と
も

に
︑
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
し
︑
業
種
を
超
え
た
新
た

な
交
流
・
連
携
を
創
出
す
る

場
を
提
供
す
る
︒

　

日
時
は
︑
２
月
24
日
㈫
10

時
30
分
~
17
時
︒会
場
は
︑東

京
・
千
代
田
区
の
丸
ビ
ル
７

・
８
階
﹁
丸
ビ
ル
ホ
ー
ル
＆

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ス
ク
エ
ア
﹂︒

定
員
３
０
０
人
︑
参
加
費
は

無
料（
事
前
登
録
・
先
着
順
︒

申
込
締
切
=
２
月
18
日
㈬
）︒

　

参
加
申
込

は
︑Ｗ
ｅ
ｂ（
二

次
元
コ
ー
ド
）

上
に
て
可
能
︒

今後の物流施策の方向性
①�サービスの供給制約に対応するた

めの徹底的な物流効率化
②�物流全体の最適化に向けた商慣行

の見直しや荷主・消費者の行動変
容、産業構造の転換

③�持続可能な物流サービスの提供に
向けた物流人材の地位・能力の向
上と労働環境の改善

④�物流に携わる多様な関係者の連携
・協力による物流標準化と物流
DX・GX の推進

⑤�厳しさを増す国際情勢や自然災害
等に対応したサプライチェーンの
高度化・強靭化

「事業用自動車総合安全プラン 2030」重点施策（案）
①自動車運送に係る全ての者における行動変容の推進
②運行管理未実施、飲酒運転等悪質な法令違反の根絶
③ ICT、自動運転等新技術の開発・普及促進
④少子高齢社会における事故の防止対策の推進
⑤原因分析に基づく事故防止対策の立案と安全体質の継続的強化
⑥道路交通環境の改善

経 産 省

「物流改正法・物流効率化ウェブセミナー」の
ご案内・アンケートご協力のお願い

　国土交通省では、書面化義務化、特定荷主制度、物流統括管理者（CLO）選任
義務化など「物流改正法」のポイントと、生産性向上・ドライバー確保に成功し
た事例などを紹介する「物流改正法・物流効率化ウェブセミナー」を開催します。
　また、セミナー参加の有無を問わず、「ホワイト物流」や「トラック・物流Ｇメ
ン」の認知度や行政支援ニーズに関するアンケート（回答期限：8 年 2 月 23 日㈪）
も実施します。

【セミナー概要】
・対象　　　全国の荷主事業者・団体、物流事業者・団体の経営層・担当者
・日時　　　令和８年２月 25 日㈬　16:00 ～ 17:40（約 100 分）
・形式　　　オンライン（Zoom）
　　　　　　（※ URL は申込者に対し、開催日前日に送付）
・参加費　　無料（要事前申し込み）
・定員　　　5,000 人
・申込締切　８年２月 23 日㈪
・主催　　　国土交通省、（合）デロイト トーマツ（国交省委託事業者）

【セミナー申込・アンケート回答】
　右の二次元コードから申し込み・回答可能

【問い合わせ先】
　メール　hqt-whitetoiawase@gxb.mlit.go.jp

国交省

　東日本高速道路㈱、中日本高速道路㈱、西日本高速道路㈱の NEXCO３社は１月
28 日、令和 8 年度（8 年 4 月～ 9 年 3 月）における工事規制予定を公表した。

【公表対象工事】
〔路線〕

・NEXCO３社の管理する高速道路
〔公表対象期間〕

・8 年 4 月 1 日～ 9 年 3 月 31 日に実施を予定している工事
〔条件〕

・�リニューアル工事や集中工事などの交通規制による渋滞を予測し
ているもの

・終日通行止めなど社会的影響が大きいもの

■社会的影響の大きい工事規制予定（二次元コード①）

※�工事規制予定は、8 年 1 月末時点の予定であり、変更される場合が
ある。最新の情報は、各社の工事規制情報の掲載サイト（下記）を
参照

※�今回公表した計画以外に、災害発生時や緊急補修時に長期間の工
事規制を実施する場合がある

　NEXCO３社では、工事日程などの詳細は決まり次第、随時、各社
の公式 Web サイトや工事専用 Web サイトなどで案内するとともに、
渋滞などによる道路利用者への影響が最小限となるよう取り組んでい
くこととしており、運行前には最新の交通情報を確認し、迂回や出発
時間の変更などを行うよう協力を呼びかけている。

　なお、各社の工事規制情報は、以下の二次元コードから確認できる。

■ NEXCO 東日本（二次元コード②）
■ NEXCO 中日本（二次元コード③）
■ NRXCO 西日本（二次元コード④）

～事前に確認して　ゆとりある運行を！～

NEXCO3 社

令和８年度　高速道路における令和８年度　高速道路における
影響の大きい工事規制予定について影響の大きい工事規制予定について

「エッセンシャルサービス企業の事業実態に関する
意識調査」アンケート調査にご協力ください

　経済産業省では、人口減少に伴う構造的人手不足を我が国の経済成長における
最重要の論点の一つと捉え、地域におけるエッセンシャルサービス（生活必需品の小
売、交通、物流、医療・介護等）のあり方に関する政策検討を進めています。
　本件に関して立ち上げられた「産業構造審議会　地域経済産業分科会　地域生
活維持政策小委員会」における検討の一環として、地域のエッセンシャルサービスを
支えている事業者を対象に、「エッセンシャルサービス企業の事業実態に関する意識調
査」を実施しています。
　なお、回答は今後の政策立案や支援策の充実に活用され、個別の回答内容が外
部に公表されることはありません。

・�アンケート回答フォーム【最大計10問（多肢選択式）、所要時間5分程度】　　　
　（二次元コード）

　https://forms.office.com/r/WfbMSS0Enp

・回答期限　令和８年２月27日㈮まで

・問い合わせ先
【調査実施主体（地域生活維持政策小委員会および本事業に関する問い合わせ）】
経済産業省　経済産業政策局　総務課
電話：03-3501-1674　担当者：佐野、小栗

【委託先・事務局（アンケートに関する問い合わせ）】
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱
〒105-8501　東京都港区虎ノ門5-11-2　オランダヒルズ森タワー
コンサルティング事業本部　社会共創ビジネスユニット
イノベーション＆インキュベーション部
担当者：内山（keisuke-uchiyama@murc.jp）

経産省



令和8年（2026年）2月15日 （4）第2274号（第3種郵便物認可）

（
最
終
回
）

答え合わせ答え合わせ

まちがいさがしまちがいさがし
　『広報とらっく』1月1日号掲載の「まちがいさ
がし」の正解は、下記の30か所でした。正解者
の中から抽選で20名様に記念品をプレゼントし
ます。なお、当選者の発表は賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。多数のご応募あり
がとうございました。

　

㈱
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（
奈
良
至
晏
代

表
取
締
役
社
長
）
は
︑
古
く

か
ら
防
衛
拠
点
と
し
て
知
ら

れ
る
広
島
県
呉
市
に
本
社
を

構
え
︑
防
衛
関
連
製
品
の
輸

送
を
手
が
け
る
ほ
か
︑
鋼
材

や
原
木
︑
木
材
製
品
な
ど
の

重
量
物
輸
送
を
手
が
け
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
で
あ
る
︒

　

戦
後
復
興
の
流
れ
を
受
け

て
︑
呉
市
内
で
造
船
や
製
鉄

な
ど
の
重
工
業
が
発
展
し
て

き
た
こ
と
を
受
け
て
︑
同
社

は
昭
和
27
年
の
創
業
以
来
︑

重
量
物
輸
送
に
お
け
る
経
験

が
豊
富
で
︑
重
量
物
輸
送
の

占
め
る
割
合
は
７
割
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
︒
同
社
で
は
︑

取
引
先
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
︑
16
輪
低
床
ト

レ
ー
ラ
ー
や
８
輪
低
床
ト
レ

ー
ラ
ー
な
ど
重
量
物
や
長
尺

貨
物
な
ど
に
対
応
し
た
多
彩

な
車
両
を
導
入
︒
ま
た
︑
長

年
に
わ
た
っ
て
重
量
物
輸
送

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
重
ね
︑

同
業
他
社
に
は
な
い
品
質
の

高
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
続
け
て
き
た
︒
こ
う
し
た

同
社
の
強
み
が
︑
取
引
先
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
は
︑
同
業
他
社
に

比
べ
て
高
品
質
な
輸
送
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
﹃
運
輸
業

の
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
﹄
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
︒
当
社
に
し

か
提
供
す
る
こ
と
の
で
き
な

　

同
社
は
︑
本
社
営
業
所
の

ほ
か
︑
東
京
（
東
京
都
大
田

区
）︑
横
浜
（
神
奈
川
県
横

須
賀
市
）︑
大
阪
（
大
阪
府

大
阪
市
）︑
福
岡
（
福
岡
県

篠
栗
町
）
に
各
営
業
所
を
設

置
し
︑
全
国
的
な
輸
送
を
展

開
し
て
い
る
︒

　

同
社
の
取
引
先
は
呉
市
内

だ
け
で
は
な
く
︑
全
国
各
地

に
分
散
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
︑同
社
で
は
本
社（
２
人
）︑

関
東（
２
人
）︑福
岡（
１
人
）

い
独
自
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に

磨
き
を
か
け
て
︑
取
引
先
に

提
供
し
続
け
て
き
た
こ
と

が
︑
当
社
に
と
っ
て
の
大
き

な
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
一

方
で
︑
運
賃
交
渉
に
お
い
て

も
︑
当
社
独
自
の
輸
送
サ
ー

ビ
ス
を
武
器
に
︑
デ
フ
レ
の

時
代
か
ら﹃
安
売
り
し
な
い
﹄

こ
と
を
旗
印
に
し
な
が
ら
︑

果
敢
に
取
引
先
と
の
運
賃
交

渉
を
進
め
て
き
た
こ
と
で
︑

同
業
他
社
と
の
価
格
競
争
に

飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
︑

適
正
な
運
賃
・
料
金
を
取
引

先
か
ら
収
受
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
﹂（
奈
良
社
長
）

解
を
深
め
て
い
く
︒
ま
た
︑

毎
週
月
曜
日
に
は
本
社
と
各

営
業
所
間
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
﹁
営
業
所
会
議
﹂
を
実

施
︒
各
拠
点
に
お
け
る
営
業

面
で
の
課
題
を
共
有
し
︑
営

業
活
動
の
改
善
や
輸
送
品
質

の
向
上
に
繋
げ
て
い
る
︒

る
︒

　

交
渉
時
に
は
︑
こ
う
し
た

資
料
を
も
と
に
︑
同
社
が
収

受
で
き
て
い
な
い
差
額
が
発

生
し
︑
こ
の
状
況
が
続
け
ば

輸
送
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
困
難
と
な
る
こ
と
を
説
明

し
て
い
る
︒

　
﹁
新
人
の
営
業
担
当
者
は
︑

先
輩
か
ら
の
指
導
の
下
︑
当

社
が
今
後
も
成
長
し
て
い
く

上
で
必
要
と
な
る
運
賃
を
算

出
す
る
根
拠
を
学
び
︑
説
得

力
の
高
い
資
料
の
作
成
や
提

案
方
法
を
身
に
付
け
る
な

ど
︑
営
業
担
当
者
と
し
て
の

ス
キ
ル
を
高
め
て
い
ま
す
︒

５
人
の
営
業
担
当
者
は
︑
み

な
荷
主
か
ら
の
信
頼
も
厚

く
︑
当
社
の
持
続
的
成
長
を

支
え
る
精
鋭
た
ち
で
︑
安
心

し
て
仕
事
を
任
せ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

同
社
で
は
︑
昨
今
の
輸
送

コ
ス
ト
上
昇
を
背
景
に
︑
自

社
の
経
営
努
力
を
踏
ま
え
つ

つ
︑
同
社
の
も
つ
強
み
に
対

応
し
た
適
正
運
賃
を
取
引
先

に
提
示
し
︑
取
引
先
に
対
し

て
納
得
度
の
高
い
運
賃
交
渉

を
重
ね
て
き
た
結
果
︑
多
く

の
取
引
先
か
ら
運
賃
引
上
げ

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
︒

　
﹁
た
だ
や
み
く
も
に
運
賃

引
上
げ
を
お
願
い
す
る
だ
け

で
は
︑
取
引
先
は
聞
く
耳
を

持
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
︒
自
社

の
経
営
努
力
と
併
せ
て
︑
運

賃
引
上
げ
の
具
体
的
な
根
拠

を
し
っ
か
り
と
示
す
こ
と
で
︑

取
引
先
の
側
に
も
運
賃
引
上

げ
に
対
す
る
納
得
感
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
す
﹂（
同
）

　

新
春
特
集
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

お
け
る
運
賃
・
料
金
交
渉
へ
の
対
応
状
況
や
具

体
的
な
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
︑
３
回
に
わ
た

り
紹
介
し
て
い
ま
す
︒
最
終
回
は
︑
広
島
県
呉

市
に
本
社
を
構
え
る
︑
㈱
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ　

Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
に
お
け
る
事
例
で
す
︒

自
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
決
し
て
安
売
り
せ
ず
に

自
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
決
し
て
安
売
り
せ
ず
に

「
運
輸
業
の
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
」
化
で
適
正
運
賃
を
獲
得

「
運
輸
業
の
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
」
化
で
適
正
運
賃
を
獲
得

５
人
の
営
業
担
当
者
を
各
拠
点
に
配
置

５
人
の
営
業
担
当
者
を
各
拠
点
に
配
置

取
引
先
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
努
め
る

取
引
先
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
努
め
る

物
価
高
の
今
こ
そ
運
賃
・
料
金
交
渉
の
好
機

物
価
高
の
今
こ
そ
運
賃
・
料
金
交
渉
の
好
機

業
界
全
体
で
価
格
転
嫁
の
流
れ
を
醸
成
へ

業
界
全
体
で
価
格
転
嫁
の
流
れ
を
醸
成
へ

交
渉
資
料
で
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
状
況
を
明
示

交
渉
資
料
で
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
状
況
を
明
示

説
得
力
の
あ
る
提
案
で
取
引
先
の
納
得
度
を
高
め
る

説
得
力
の
あ
る
提
案
で
取
引
先
の
納
得
度
を
高
め
る

に
配
置
し
た
営
業
担
当
者

が
︑
取
引
先
へ
の
定
期
訪
問

や
事
前
の
綿
密
な
打
ち
合
わ

せ
︑
現
場
で
の
積
み
込
み
へ

の
立
会
い
な
ど
︑
取
引
先
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
を
創
出
︒
営
業
担
当
者
が

取
引
先
か
ら
の
要
望
を
聞
き

取
っ
た
上
で
︑
車
両
の
大
型

化
や
運
行
計
画
の
再
編
な
ど

と
い
っ
た
輸
送
効
率
化
と
輸

送
コ
ス
ト
軽
減
に
資
す
る
提

案
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
︒

　

５
人
の
営
業
担
当
者
は
中

途
採
用
で
同
社
に
入
社
し
て

お
り
︑
中
に
は
運
送
業
界
の

経
験
や
営
業
の
経
験
の
な
い

従
業
員
も
い
る
と
い
う
︒
入

社
し
た
ば
か
り
の
営
業
担
当

者
は
︑
ま
ず
先
輩
に
付
い
て

取
引
先
を
回
り
︑
現
場
の
理

　

同
社
に
お
け
る
運
賃
・
料

金
交
渉
は
︑
基
本
的
に
営
業

担
当
者
が
取
引
先
を
訪
ね
︑

荷
主
企
業
の
物
流
担
当
者
や

購
買
担
当
者
と
直
接
交
渉
を

進
め
て
い
る
︒

　

営
業
担
当
者
は
︑
日
頃
か

ら
公
的
デ
ー
タ
や
各
仕
入
れ

先
の
業
界
動
向
を
注
視
し
︑

車
両
費
や
燃
料
費
︑
タ
イ
ヤ

費
︑
保
険
料
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
人
件
費
な
ど
の
動
向
を
チ

ェ
ッ
ク
︒
原
価
率
が
上
が
っ
て

き
た
運
送
に
つ
い
て
は
︑
早

め
に
取
引
先
と
の
運
賃
交
渉

を
申
し
入
れ
る
よ
う
に
し
て

い
る
︒

　

運
賃
交
渉
に
際
し
て
は
︑

現
行
運
賃
を
定
め
た
時
の
原

価
デ
ー
タ
と
運
賃
引
上
げ
の

根
拠
と
な
る
原
価
デ
ー
タ
を

準
備
す
る
︒
そ
れ
と
と
も
に
︑

大
手
取
引
先
と
の
交
渉
で
は

運
賃
引
上
げ
の
依
頼
文
書

を
︑
ま
た
中
小
取
引
先
と
の

交
渉
で
は
希
望
運
賃
を
反
映

さ
せ
た
見
積
書
を
作
成
し
︑

取
引
先
の
担
当
者
を
訪
問
す

　

同
社
で
は
︑
運
賃
引
上
げ

分
を
原
資
と
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
︑

こ
れ
ま
で
は
賞
与
で
還
元
す

る
形
を
採
っ
て
い
た
が
︑
今

年
か
ら
賃
金
制
度
を
刷
新
す

る
こ
と
を
決
め
て
い
る
︒

　

こ
れ
ま
で
は
距
離
制
歩
合

を
採
用
し
て
お
り
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
は
運
送
距
離
が
長
い
ほ

ど
収
入
が
増
加
し
て
い
た
︒

一
方
で
︑
令
和
６
年
４
月
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
時
間
外
労
働
の
９
６

０
時
間
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
た
こ
と
で
︑ド
ラ
イ
バ
ー
は

﹁
走
り
た
く
て
も
走
れ
な
い
︑

稼
ぎ
た
く
て
も
稼
げ
な
い
﹂

状
況
に
追
い
込
ま
れ
︑
大
き

な
不
安
感
が
生
ま
れ
た
︒

　

そ
こ
で
︑
同
社
で
は
ド
ラ

イ
バ
ー
の
時
間
管
理
を
徹
底

し
た
上
で
︑
距
離
で
は
な
く

労
働
時
間
を
ベ
ー
ス
に
し
た

新
た
な
基
準
を
設
定
し
︑
賃

金
水
準
の
引
上
げ
を
図
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
︒

　
﹁
取
引
先
と
の
運
賃
交
渉

を
果
敢
に
進
め
︑
適
正
な
利

益
を
確
保
し
た
上
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
志
す
優

秀
な
若
者
た
ち
は
い
な
く
な

っ
て
し
ま
う
ば
か
り
か
︑
今

い
る
従
業
員
も
退
社
し
て
し

ま
い
か
ね
ま
せ
ん
︒
ド
ラ
イ

バ
ー
が
給
与
に
対
す
る
納
得

感
を
も
つ
こ
と
で
︑
仕
事
に

対
す
る
意
欲
が
高
ま
り
︑
定

着
率
向
上
に
繋
が
っ
て
き
ま

す
︒
ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
る
こ
と
へ
の
安
心
感
が
醸

成
さ
れ
る
こ
と
で
︑
業
界
の

門
を
叩
く
若
年
層
も
増
え
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
﹂（
同
）

　

運
賃
交
渉
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
奈
良
社
長
に
聞
く

と
︑大
手
の
取
引
先
で
は
﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
や

６
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
て

い
る
﹁
自
動
車
運
転
者
の
労

働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の

基
準
﹂（
改
善
基
準
告
示
）

等
へ
の
理
解
が
進
ん
で
お
り
︑

運
賃
交
渉
に
応
じ
て
も
ら
え

る
取
引
先
が
多
く
︑
高
速
道

路
料
金
に
つ
い
て
も
収
受
で

き
て
い
る
も
の
の
︑﹁
中
小
の

取
引
先
で
は
ま
だ
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
取
引
先
も
少
な

く
な
く
︑
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
理
解
を
促
し
て
い
く
か

が
課
題
で
す
﹂
と
話
す
︒

　

ま
た
︑
運
賃
交
渉
に
関
す

る
各
運
送
事
業
者
の
取
り
組

み
方
に
お
け
る
温
度
差
も
︑

運
賃
交
渉
を
円
滑
に
進
め
て

い
く
上
で
は
壁
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
︒

　
﹁
当
社
だ
け
で
は
な
く
︑

多
く
の
運
送
事
業
者
が
燃
料

価
格
高
騰
を
は
じ
め
と
し
た

近
年
の
物
価
高
や
︑
労
働
力

不
足
に
直
面
し
︑
経
営
的
に

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
︒
同
業
他
社
の

方
々
に
は
︑
原
価
計
算
に
よ

り
コ
ス
ト
に
対
す
る
意
識
を

も
っ
と
高
め
て
も
ら
い
︑﹃
自

社
の
従
業
員
を
守
り
︑
事
業

を
何
と
し
て
も
継
続
す
る
た

め
に
は
︑
運
賃
引
上
げ
が
欠

か
せ
な
い
﹄
と
の
思
い
を
強

く
も
っ
て
い
た
だ
い
た
上
で
︑

取
引
先
と
の
交
渉
に
臨
ん
で

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
︒

業
界
全
体
で
適
正
運
賃
・
料

金
収
受
実
現
を
目
指
し
て
︑

価
格
転
嫁
の
流
れ
が
大
き
な

も
の
に
な
っ
て
く
れ
ば
︑
取

引
先
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
対

す
る
考
え
方
も
大
き
く
変
わ

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

栄
養
学
を
学
ぶ
学
生
が
考
案

し
た
「
体
に
や
さ
し
い
メ
ニ

ュ
ー
」
が
期
間
限
定
で
登
場

宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
庄
子
清
一
会
長
）
で
は
︑

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
宮
城
支
部
と
協
力

し
て
令
和
７
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
﹁
ザ
・
ド
ラ
め
し

ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

の
一
環
と
し
て
︑
仙
台
ト
ラ

ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
宮
城

県
仙
台
市
）
内
の
食
堂
﹁
あ

づ
ま
茶
屋
﹂
に
て
︑
期
間
限

定
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い

る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

多
く
が
不
規
則
か
つ
栄
養
が

偏
っ
た
食
事
を
摂
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
循
環
器
系
疾
患
の

１
人
当
た
り
医
療
費
や
生
活

習
慣
病
リ
ス
ク
保
有
率
が
高

い
傾
向
に
あ
る
︒
ま
た
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

状
態
に
起
因
す
る
事
故
報
告

件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
︒

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
︑

宮
城
県
ト
協
と
協
会
け
ん
ぽ

宮
城
支
部
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
づ
く
り
を

﹁
食
﹂
の
面
か
ら
支
援
す
る

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー

ト
︒
宮
城
県
内
の
栄
養
学
を

学
ぶ
大
学
生
を
中
心
に
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
親
し
ま
れ
て
い

る
定
食
・
丼
も
の
・
麺
類
と

い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
ベ
ー
ス
に
︑

﹁
健
康
的
で
あ
り
な
が
ら
︑

満
足
感
の
あ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
料
理
﹂
を
開
発
し
た
︒
ま

た
︑
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
あ
た
っ

て
は
宮
城
県
ト
協
女
性
部
会

も
協
力
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
﹁
食
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
﹂
の
実
施
と
︑
そ
こ
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
ア
イ
デ
ア

の
提
供
や
試
食
︑
実
用
性
の

検
討
な
ど
︑
現
場
視
点
で
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
得
な
が

ら
開
発
を
進
め
た
︒

　

あ
づ
ま
茶
屋
で
は
︑﹁
ガ
ツ

ン
と
ス
タ
ミ
ナ
肉
炒
め
定
食
﹂

（
レ
シ
ピ
考
案
:
仙
台
白

百
合
女
子
大
学
︑
提
供
日

:
２
月
９
日
㈪
~
13
日
㈮
）︑

﹁
走
る
男
の
次
世
代
唐
揚
げ

丼
﹂（
レ
シ
ピ
考
案
:
仙
台

青
葉
学
院
短
期
大
学
︑
提
供

日
:
２
月
16
日
㈪
~
20
日

㈮
）︑﹁
腹
も
心
も
満
タ
ン
に

!!
ス
タ
ミ
ナ
春
雨
ス
ー
プ
﹂

（
レ
シ
ピ
考
案
:
尚
絅
学

院
大
学
︑
提
供
日
:
２
月

24
日
㈫
~
27
日
㈮
）
な
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
︒
1
日
限

定
20
食
で
は
あ
る
が
︑
開
店

か
ら
1
時
間
程
度
で
連
日
完

売
し
て
お
り
︑
好
評
を
博
し

て
い
る
︒

引
き
続
き
大
雪
へ
の
備
え

を
万
全
に

立
ち
往
生
を
防
ぐ
た
め
に

　

大
雪
は
︑
降
積
雪
時
期
に

発
生
す
る
こ
と
が
予
測
可
能

で
あ
り
︑﹁
冬
用
装
備
の
徹

底
﹂︑﹁
無
理
の
な
い
運
行
計

画
﹂︑﹁
最
新
情
報
の
確
認
﹂

と
い
う
基
本
を
守
る
こ
と
が
︑

立
ち
往
生
を
防
ぐ
最
も
確
実

な
対
策
と
な
る
︒
今
年
の
冬

も
大
雪
が
続
い
て
お
り
︑
業

界
一
丸
と
な
っ
て
安
全
輸
送

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
雪
道
対
策
特
設
ペ

ー
ジ
な
ど
で
対
策
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

例
年
に
比
べ
︑
今
年
の
大

雪
は
大
規
模
か
つ
長
期
化
す

る
と
の
予
報
が
出
て
お
り
︑

既
に
国
土
交
通
省
お
よ
び
気

象
庁
か
ら
は
︑
今
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
大
雪
に
関
す
る
警
報

・
注
意
報
が
相
次
い
で
発
表

さ
れ
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
状
況
下
︑
冬
用

装
備
が
不
十
分
な
車
両
に
よ

る
ス
タ
ッ
ク
（
立
ち
往
生
）

が
原
因
と
な
り
︑
滞
留
が
発

生
し
た
と
の
報
道
も
散
見
さ

れ
て
い
る
︒
大
雪
時
の
立
ち

往
生
は
︑
物
流
の
停
滞
だ
け

で
な
く
︑
救
急
搬
送
の
遅
れ

や
生
活
物
資
の
供
給
障
害
な

ど
︑
社
会
全
体
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
国
交
省
で
は

令
和
３
年
９
月
30
日
付
で

﹁
降
積
雪
期
に
お
け
る
道
路

管
理
者
に
よ
る
立
ち
往
生
車

両
写
真
の
撮
影
等
に
つ
い
て
﹂

事
務
連
絡
を
発
出
し
︑
異
常

気
象
下
で
冬
用
装
備
が
不
十

分
な
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
立

ち
往
生
し
た
場
合
︑
道
路
管

理
者
が
現
場
で
立
ち
往
生
車

両
を
撮
影
し
︑
必
要
に
応
じ

て
運
送
事
業
者
へ
の
指
導
・

処
分
に
繋
げ
る
可
能
性
が
あ

る
旨
を
明
確
に
し
て
い
る
︒

こ
の
取
り
扱
い
は
︑
現
場
の

道
路
管
理
者
が
︑
冬
用
タ
イ

ヤ
未
装
着
︑
チ
ェ
ー
ン
未
携

行
な
ど
︑
明
ら
か
に
措
置
が

不
十
分
な
状
態
を
確
認
し
た

場
合
に
適
用
さ
れ
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
大
型
車
の

冬
用
タ
イ
ヤ
と
チ
ェ
ー
ン
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
写

真
）
を
作
成
し
︑
運
送
事
業

者
に
対
し
て
雪
道
に
対
す
る

適
切
な
措
置
・
対
策
の
実
施

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
雪
道
対

策
特
設
ペ
ー
ジ
﹂（
二
次
元
コ

ー
ド
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
︒

社　　　名　㈱NARA TRANSPORT
本社所在地　広島県呉市広多賀谷2-6-20
代　表　者　代表取締役社長　奈良　至晏
創　　　業　昭和27年10月6日
設　　　立　昭和38年7月25日
資　本　金　5,000万円
従 業 員 数　54人（うちドライバー32人）
車　両　数　59台

企業プロフィール

第
３
回　

株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（
広
島
県
呉
市
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）全ト協の

雪道対策
特設ページ

道路で大型車が立ち往生すると、深刻な交通渋滞や通行止め
を引き起こします。

積雪・凍結路では、必ず適切な冬用タイヤを装着するととも
に、チェーンの携行・早めの装着を心掛けてください。

交通渋滞等を引き起こした運送事業者等には監査を行い、
講じた措置が不十分と判断されれば処分の対象となります。

（
２
月
16
日
〜
２
月
28
日
）

▽
２
月
17
日

・
第
86
回
広
報
委
員
会

▽
２
月
19
日

・
第
67
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
２
月
20
日

・
第
26
回
経
営
改
善
・
Ｄ
Ｘ
委
員
会

▽
２
月
24
日

・
第
５
回
道
路
・
施
設
委
員
会

▽
２
月
25
日

・
第
59
回
環
境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
委
員
会

▽
２
月
26
日

・
第
25
回
労
働
安
全
・
災
害
防
止

委
員
会

▽
２
月
27
日

・
令
和
７
年
度
物
流
経
営
士
研
修
会

降積雪期における
道路管理者による
立ち往生車両写真
の撮影等について

同社では、各拠点に配置された営業担当者が取引先を訪問し、運賃・料金交渉
を行っている

同社では、取引先からのニーズに応えるために、16輪低床トレーラーなど重量物に対応した多彩
な車両を導入している

毎
週
月
曜
日
に
実
施
す
る
「
営
業
所
会
議
」
を
通
じ

て
、
営
業
活
動
の
改
善
や
輸
送
品
質
の
向
上
に
繋
げ

て
い
る

営
業
担
当
者
は
、
原
価
率
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
交
渉
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し
て
い
る

メニュー開発に協力した仙台白百合女子大学、尚絅
学院大学、仙台青葉学院短期大学の学生の皆様

奈良　至晏
代表取締役社長

「
自
社
の
独
自
性
」
を
武
器
に
取
引
先
と
向
き
合
う

「
取
引
先
の
納
得
度
」
向
上
が
運
賃
引
上
げ
を
も
た
ら
す

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善
実
現
を
目
指
し
て

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善
実
現
を
目
指
し
て

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る
運
賃
・
料
金
交
渉
へ
の
取
り
組
み

運賃・料金交渉促進特集
令和８年新春特集
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

❶
❷

❸

❹

❺

❻

❼
❽

❾

11

1213
14

10

1718

19

15
16

22 23

20
21

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

事
業
者
は
︑多
く
の
場
合
︑

発
注
者
の
方
が
取
引
上
の
立

場
が
強
く
︑
受
注
者
か
ら
は

コ
ス
ト
の
中
で
も
労
務
費
は

　

受
注
者
と
し
て
採
る
べ
き

行
動
／
求
め
ら
れ
る
行
動

は
︑
図
１
の
通
り
で
あ
る
︒

・
行
動
①
:
相
談
窓
口
の

活
用

　

物
価
に
負
け
な
い
賃
上
げ

を
行
う
た
め
に
は
︑
受
注
者

と
し
て
も
積
極
的
に
価
格
転

嫁
の
交
渉
を
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
︒

　

他
方
︑
労
務
費
の
上
昇
を

理
由
と
す
る
価
格
転
嫁
の
交

特
に
価
格
転
嫁
を
言
い
だ
し

に
く
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を

明
確
に
認
識
し
た
上
で
︑
次

に
掲
げ
る
行
動
を
採
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
︒

① 

受
注
者
と
し
て
︑
国
・
地

方
公
共
団
体
︑
中
小
企
業

の
支
援
機
関
な
ど
に
相
談

す
る
な
ど
し
て
︑
積
極
的

に
情
報
を
収
集
し
て
交
渉

渉
に
つ
い
て
は
︑
受
注
者
と

し
て
も
ど
の
よ
う
に
臨
め
ば

よ
い
か
戸
惑
う
こ
と
も
多
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
︒

　

こ
の
点
で
は
︑
交
渉
を
行

う
上
で
押
さ
え
て
お
く
と
よ

い
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と
め
ら
れ
た

﹁
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
価
格
交
渉
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
﹂（
中
企
庁
、
二
次
元
コ
ー

ド
②
）
の
確
認
や
︑
取
引
先

と
価
格
交
渉
を
行
う
た
め
の

に
臨
む
こ
と
︒
根
拠
資
料

と
し
て
は
公
表
資
料
を
用

い
る
こ
と
︒
同
指
針
に
記

載
の
事
例
を
参
考
に
︑
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
自
ら

発
注
者
に
価
格
転
嫁
を
求

め
る
こ
と
︒

② 

発
注
者
・
受
注
者
共
通
の

取
り
組
み
と
し
て
︑
定
期

的
に
発
注
者
と
受
注
者
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
機
会
を
設
け
る
こ
と
︒

価
格
交
渉
の
記
録
を
作
成

し
て
︑
発
注
者
と
受
注
者

の
双
方
が
保
管
す
る
こ
と
︒

準
備
と
し
て
︑﹁
価
格
転
嫁

ツ
ー
ル
﹂（
表
）
を
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で

あ
る
︒

　

加
え
て
︑
国
・
地
方
公
共

団
体
や
中
小
企
業
の
支
援
機

関
な
ど
で
は
︑
価
格
転
嫁
に

関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
お
り
︑
こ
れ
ら
の
相
談
窓

口
を
活
用
し
て
積
極
的
に
情

報
を
収
集
し
て
交
渉
に
臨
む

こ
と
も
受
注
者
に
は
求
め
ら

れ
る
︒

・
行
動
②
:
根
拠
と
す
る

資
料

　

受
注
者
の
自
主
的
な
判
断

で
自
社
の
労
務
費
の
状
況
を

発
注
者
に
示
す
こ
と
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
が
︑
労

務
費
を
含
め
た
自
社
の
コ
ス

ト
構
造
を
発
注
者
に
開
示
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
逆
に
発
注

者
か
ら
コ
ス
ト
を
査
定
さ
れ

原
価
低
減
を
求
め
ら
れ
る
可

能
性
も
あ
る
︒
そ
も
そ
も
︑

労
務
費
上
昇
分
の
価
格
転
嫁

の
交
渉
に
際
し
︑
根
拠
資
料

を
用
い
ず
に
行
い
価
格
転
嫁

が
認
め
ら
れ
る
場
合
や
︑
根

拠
資
料
と
し
て
自
社
の
労
務

費
に
関
す
る
情
報
を
発
注
者

に
開
示
せ
ず
に
行
い
︑
価
格

転
嫁
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も

あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
︑

仮
に
発
注
者
と
の
関
係
で
何

ら
か
の
根
拠
資
料
を
示
す
必

要
が
あ
る
場
合
に
は
︑
関
係

者
が
そ
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

関
与
し
︑
経
済
の
実
態
が
反

映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

﹁
公
表
資
料
﹂（
図
２
）
を

用
い
る
べ
き
で
あ
る
︒

・
行
動
③
:
値
上
げ
要
請

の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

発
注
者
に
は
定
期
的
に
協

議
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
が
︑
受
注
者
か
ら

も
労
務
費
の
転
嫁
の
交
渉

を
︑
定
期
的
な
協
議
の
場
を

活
用
し
て
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
︒
発
注
者

と
の
契
約
上
︑
取
引
価
格
を

定
期
的
に
見
直
す
こ
と
と
な

っ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
︑
価
格
交
渉
を
申
し
出
や

す
い
タ
イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
て
︑

受
注
者
か
ら
積
極
的
に
発
注

者
に
労
務
費
の
転
嫁
の
交
渉

を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
︒

　

交
渉
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
例

は
︑
図
３
の
通
り
︒

・
行
動
④
:
発
注
者
か
ら

価
格
を
提
示
さ
れ
る
の
を
待

た
ず
に
自
ら
希
望
す
る
額
を

　

図
５
で
は
︑﹁
発
注
者
・

受
注
者
の
双
方
が
採
る
べ
き

行
動
／
求
め
ら
れ
る
行
動
﹂

に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
︒

・
行
動
①
:
定
期
的
な
コ
ミ

ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

多
く
の
場
合
︑
前
述
の
よ

う
に
︑
発
注
者
の
方
が
取
引

上
の
立
場
が
強
く
︑
受
注
者

か
ら
は
コ
ス
ト
の
中
で
も
労

務
費
は
特
に
価
格
転
嫁
を
言

ら
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

受
注
者
と
し
て
も
︑
日
頃

か
ら
積
極
的
に
発
注
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
︑

価
格
転
嫁
の
こ
と
を
含
め
て

何
で
も
相
談
し
や
す
い
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
︒

・
行
動
②
:
交
渉
記
録
の

作
成
、
発
注
者
と
受
注
者
の

双
方
で
の
保
管

　

価
格
交
渉
を
行
う
都
度
︑

協
議
内
容
を
記
録
し
︑
発
注

者
・
受
注
者
双
方
が
確
認
し

て
残
す
こ
と
は
︑
双
方
の
認

識
の
ズ
レ
を
解
消
し
︑
ト
ラ

ブ
ル
の
未
然
防
止
に
役
立
つ
︒

ま
た
︑
記
録
を
作
成
す
る
具

体
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
︑

発
注
者
・
受
注
者
と
も
に
人

事
異
動
が
発
生
す
る
こ
と
か

ら
︑
記
録
を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
り
︑
次
回
以
降
の
交
渉

を
ス
ム
ー
ズ
に
開
始
で
き
る

と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

　

記
録
を
作
成
す
る
こ
と

は
︑
労
務
費
等
の
転
嫁
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
手
段
で

あ
っ
て
︑
こ
れ
を
目
的
化
し

て
し
ま
っ
て
は
本
末
転
倒
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑
記
録
を
作

成
し
た
上
で
発
注
者
と
受
注

者
の
双
方
で
担
当
者
の
上
司

と
も
共
有
す
る
な
ど
︑
記
録

の
効
果
的
な
活
用
方
法
を
併

せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
︒

提
示

　

発
注
者
か
ら
提
示
さ
れ
る

価
格
は
︑
受
注
者
に
と
っ
て

希
望
の
価
格
と
な
る
と
は
限

ら
な
い
︒
多
く
の
場
合
︑
発

注
者
の
方
が
取
引
上
の
立
場

が
強
く
︑
受
注
者
か
ら
は
コ

ス
ト
の
中
で
も
労
務
費
は
特

に
価
格
転
嫁
を
言
い
だ
し
に

く
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
︑
発
注
者
か
ら
先

に
価
格
を
提
示
さ
れ
て
し
ま

え
ば
︑
そ
の
価
格
以
上
の
額

を
要
請
す
る
こ
と
︑
ま
た
︑

交
渉
に
よ
り
そ
の
要
請
額
を

実
現
す
る
こ
と
は
非
常
に
困

難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

そ
の
た
め
︑
受
注
者
は
︑

発
注
者
か
ら
の
提
示
を
待
つ

こ
と
な
く
︑
関
係
者
が
そ
の

決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
し
︑

経
済
の
実
態
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
公
表
資

料（
図
２
）な
ど
を
用
い
て
︑

自
社
が
希
望
す
る
価
格
を
自

ら
発
注
者
に
提
示
す
る
べ
き

で
あ
る
︒

　

発
注
者
へ
の
要
請
額
の
設

定
方
法
の
例
は
︑図
４
の
通
り
︒

い
だ
し
に
く
い
状
況
に
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑
日
頃

か
ら
︑
些
細
な
話
で
も
気
軽

に
相
談
で
き
る
関
係
を
築
け

て
い
な
け
れ
ば
︑
受
注
者
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
の
変
化
︑

例
え
ば
優
秀
な
人
材
の
流
出

の
危
機
な
ど
に
適
時
適
切
な

対
応
が
行
え
ず
︑
対
応
が
後

手
に
回
る
と
い
っ
た
弊
害
が

生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

　

そ
こ
で
︑
発

注
者
と
し
て

は
︑
毎
年
３
月

と
９
月
の
﹁
価

格
交
渉
促
進
月

間
﹂
を
利
用
し

た
り
︑
こ
れ
ま

で
に
行
っ
て
き

た
受
注
者
と
の

定
期
的
な
会
合

を
利
用
し
て
受

注
者
の
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
の
状
況

を
把
握
し
た
り

す
る
な
ど
︑
受

注
者
と
の
間
で

定
期
的
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
ス
キ

ー
ム
を
用
意

し
︑
受
注
者
が

置
か
れ
て
い
る

状
況
を
日
頃
か

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材
料
費
︑労
務
費
な
ど
が
上
昇
す
る
中
︑

中
小
企
業
が
適
切
に
価
格
転
嫁
を
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
︑

中
小
企
業
庁
で
は
毎
年
３
月
と
９
月
を
﹁
価
格
交
渉
促
進
月
間
﹂

に
設
定
し
て
い
ま
す
︒

　

内
閣
官
房
と
公
正
取
引
委
員
会
は
今
年
１
月
１
日
付
で
︑﹁
労

務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
﹂
を
改

正
し
ま
し
た
︒
同
指
針
に
は
︑﹁
発
注
者
︑
受
注
者
そ
れ
ぞ
れ
が

採
る
べ
き
行
動
﹂
が
記
載
さ
れ
て
お
り
︑
発
注
者
が
同
指
針
に
沿

わ
な
い
よ
う
な
行
為
を
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
公
正
な
競
争
を
阻
害

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
︑
独
占
禁
止
法
お
よ
び
中
小
受
託

取
引
適
正
化
法
（
取
適
法
）
に
基
づ
き
厳
正
に
対
処
し
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
指
針
に
つ
い
て
︑﹁
受
注
者
と
し
て
採
る
べ
き

行
動
／
求
め
ら
れ
る
行
動
﹂
を
中
心
に

紹
介
し
ま
す
︒
同
月
間
を
前
に
︑
同
指

針
を
活
用
し
な
が
ら
︑
積
極
的
な
価
格

交
渉
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
同
指
針
は
公
取
委
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
︒

1
労
務
費
の
転
嫁
を
進
め
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

受
注
者
が
自
ら
発
注
者
に
価
格
転
嫁
を
求
め
る

受
注
者
が
自
ら
発
注
者
に
価
格
転
嫁
を
求
め
る

2
受
注
者
と
し
て
採
る
べ
き
行
動
／
求
め
ら
れ
る
行
動

公
表
資
料
を
根
拠
に
価
格
転
嫁
を
交
渉

公
表
資
料
を
根
拠
に
価
格
転
嫁
を
交
渉

自
社
が
希
望
す
る
価
格
を
発
注
者
に
提
示

自
社
が
希
望
す
る
価
格
を
発
注
者
に
提
示

3
発
注
者
・
受
注
者
の
双
方
が
採
る
べ
き
行
動
／
求
め
ら
れ
る
行
動

価
格
転
嫁
実
現
に
繋
げ
る
た
め
に

価
格
転
嫁
実
現
に
繋
げ
る
た
め
に

定
期
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

定
期
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図１

図５

図２　公表資料の例
【関係者がその決定プロセスに関与し、経済の

実態が反映されていると考えられる公表資料】
●都道府県別の最低賃金やその上昇率
●春季労使交渉の妥結額やその上昇率
・一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃

（令和 6 年国土交通省告示第 209 号）
【そのほかの労務費の上昇を示す根拠資料の例】
・厚生労働省が公表している毎月勤労統計調査

に掲載されている賃金指数、給与額やその上
昇率

・総務省が公表している消費者物価指数
・ハローワーク（公共職業安定所）の求人票や

求人情報誌に掲載されている同業他社の賃金

図４　発注者への要請額の設定方法の例
・公表資料における指標の変動とリンクさせて要請額を設定
・実際に増加したコストまたは発生が予想されるコストを積み上げて要請

額を設定
・先に必要となる要請額を設定（その上でその根拠となる情報を集める）
・自社の発注先やその先の取引先における労務費を考慮して要請額を

設定

図３　交渉のタイミングの例
・発注者の会計年度に合わせて（発注者が翌年度の予算を策定する前）
・定期の価格改定や契約更新に合わせて
・最低賃金の引上げ幅の方向性が判明した後
・年に 1 回の発注者との生産性向上の会議を利用
・発注者の業務の繁忙期

二次元コード①
「労務費の適切な転嫁のための

価格交渉に関する指針」

二次元コード②
中企庁「中小企業・
小規模事業者の価

格交渉ハンドブック」

表　有効な価格転嫁ツールの例
価格交渉のための準備 有効な価格転嫁ツールの例
主要な原材料価格の推
移の把握

埼玉県「価格交渉支援ツール」※主要な原材料価格（1,422 品
目）の推移を示す資料を簡易に作成可能

価格転嫁の必要性検討 中小企業基盤整備機構（中小機構）「“価格転嫁”検討ツール」
利益を得るための売上
高のシミュレーション 中小機構「儲かる経営キヅク君」

「
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」
を
活
用
し
積
極
的
な
価
格
交
渉
を
！

「
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」
を
活
用
し
積
極
的
な
価
格
交
渉
を
！

運賃・料金交渉促進特集
令和８年新春特集

３
月
は
「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」
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写真（「運送契約・書面化アプリ」画面イメージ）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
改
正
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
令
和
７
年
４
月

１
日
施
行
）
に
よ
り
運
送
契
約
締
結
時
の

書
面
交
付
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
︑
会
員
事
業
者
向
け
に
︑
取
引
先
と
の

運
送
契
約
効
率
化
に
資
す
る
書
面
化
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹁
運
送
契
約
・
書
面
化
ア

プ
リ
﹂
を
提
供
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
ア
プ
リ
の
主
な
機
能
と

活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

　

改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
で
は
︑
物
流
業
界
の
多

重
下
請
構
造
を
是
正
し
︑
実

運
送
事
業
者
の
適
正
運
賃
収

受
を
図
る
た
め
︑
運
送
契
約

締
結
時
の
書
面
交
付
が
義
務

化
さ
れ
て
い
る
︒

　

荷
主
・
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

　

全
ト
協
で
は
︑
運
送
契
約

締
結
時
の
書
面
交
付
義
務
化

を
受
け
︑
会
員
事
業
者
が
取

引
先
と
の
運
送
契
約
を
円
滑

に
︑
か
つ
効
率
的
に
締
結
で

き
る
よ
う
︑﹁
運
送
契
約
・

書
面
化
ア
プ
リ
﹂
を
開
発
し

た
（
写
真
右
は
ア
プ
リ
画
面

イ
メ
ー
ジ
）︒

　

同
ア
プ
リ
の
活
用
に
よ
り
︑

簡
単
な
操
作
で
デ
ー
タ
化
さ

れ
た
運
送
申
込
書
・
運
送
引

受
書
を
作
成
し
︑
取
引
先
に

業
者
等
に
対
し
︑
運
送
契
約

を
締
結
す
る
際
に
︑
附
帯
業

務
の
内
容
や
そ
の
運
賃
・
料

金
等
に
つ
い
て
記
載
し
た
書

面
の
交
付
を
義
務
付
け
る
こ

と
で
︑
個
々
の
運
送
ご
と
に

お
け
る
契
約
の
範
囲
や
運
賃

・
料
金
の
明
確
化
を
図
っ
て

送
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
︑
取
引
先
と
の
運
送
契

約
締
結
の
効
率
化
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
る
︒

　

同
ア
プ
リ
の
概
要
は
図
１

の
通
り
︒

　

同
ア
プ
リ
は
︑﹁
会
員
事

業
者
専
用
サ
イ
ト
﹂
と
﹁
受

信
専
用
サ
イ
ト
﹂
で
構
成
さ

れ
て
お
り
︑
会
員
事
業
者
専

用
サ
イ
ト
は
︑
運
送
申
込
書

・
運
送
引
受
書
の
作
成
の
ほ

か
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
双
方
向

い
る
︒

　

な
お
︑
義
務
化
に
関
す
る

詳
細
は
全
ト
協
﹁
改
正
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
の
解

説
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）
を

参
照
︒

承
認
︑
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
運

送
申
込
書
・
運
送
引
受
書
の

送
信
の
機
能
を
有
し
て
い
る
︒

一
方
︑﹁
受
信
専
用
サ
イ
ト
﹂

は
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
で
送
付
さ
れ
た

運
送
申
込
書
の
内
容
確
認
と

承
認
の
機
能
を
有
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
ア
プ
リ
の
動
作

環
境
は
表
の
通
り
︒

　

同
ア
プ
リ
の
メ
リ
ッ
ト
は
︑

次
の
通
り
で
あ
る
︒

①
電
子
化

　

会
員
事
業
者
専
用
サ
イ
ト

で
作
成
し
た
運
送
申
込
書
・

運
送
引
受
書
を
︑
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ
機
能
に
よ
っ

て
依
頼
元
・
依
頼
先
に
送

信
︒
依
頼
元
・
依
頼
先
も
受

信
専
用
サ
イ
ト
を
開
設
す
る

こ
と
で
︑
運
送
申
込
内
容
・

運
送
引
受
内
容
の
承
認
・
差

戻
が
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
可
能
と
な

る
︒

②
法
対
応

　

改
正
事
業
法
で
は
︑
交
付

書
面
に
は
﹁
運
送
役
務
の
内

容
・
対
価
﹂︑﹁
運
送
契
約
に

荷
役
作
業
・
附
帯
業
務
等
が

含
ま
れ
る
場
合
に
は
︑
そ
の

内
容
・
対
価
﹂︑﹁
そ
の
他
特

別
に
生
ず
る
費
用
に
係
る
料

金
（
高
速
道
路
利
用
料
︑
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
等
）﹂︑﹁
契

約
の
当
事
者
の
氏
名
・
名
称

お
よ
び
住
所
﹂︑﹁
運
賃
・
料

金
の
支
払
方
法
﹂︑﹁
書
面
を

交
付
し
た
年
月
日
﹂
︱
︱
に

ァ
イ
ル
に
変
換
す
る
こ
と
で
︑

同
デ
ー
タ
を
保
管
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
︑
契
約
書
管

理
業
務
の
効
率
化
に
繋
が
る
︒

③
利
便
性

　

全
ト
協
会
員
事
業
者
は
︑

同
ア
プ
リ
を
無
料
で
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
︒

　

利
用
に
際
し
て
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
運
送
契

約
・
書
面
化
ア
プ
リ
利
用
申

込
ペ
ー
ジ
﹂（
会
員
専
用
、
二

次
元
コ
ー
ド
②
）
よ
り
利
用

申
込
を
行
う
必
要
が
あ
る

（
利
用
申
込
の
際
に
は
︑
本

会
員
事
業
者
専
用
サ
イ
ト
で

委
託
先
で
あ
る
運
送
会
社
Ｂ

に
対
し
て
運
送
申
込
書
を
作

成
し
︑
送
付
︒
運
送
会
社
Ｂ

が
受
信
専
用
サ
イ
ト
を
開
設

し
て
い
る
場
合
は
︑
運
送
申

紙
１
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

﹁
会
員
専
用
パ
ス
ワ
ー
ド
﹂

が
必
要
）︒
申
し
込
み
後
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
お
い
て
会
員
事
業
者
で
あ

る
こ
と
の
確
認
を
行
い
︑
承

認
さ
れ
た
後
に
同
ア
プ
リ
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

込
書
の
承
認
や
差
戻
を
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
行

う
こ
と
が
可
能
︒
運
送
会
社

Ｂ
か
ら
運
送
に
関
す
る
承
認

を
得
た
後
︑
運
送
会
社
Ａ
は

運
送
引
受
書
を
作
成
し
︑
荷

主
に
送
信
︒
荷
主
は
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
運
送

引
受
書
を
確
認
し
︑
承
認
を

行
う
︒
運
送
会
社
Ａ
は
︑
承

認
の
有
無
を
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒

　

こ
れ
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
で
は
︑
運
賃
・
料
金
未

定
の
状
態
で
の
配
送
が
商
慣

習
と
し
て
成
立
し
て
い
た
が
︑

書
面
交
付
義
務
化
に
伴
っ
て

事
前
に
契
約
内
容
の
確
認
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
︒

同
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ
と

で
︑
契
約
内
容
の
確
認
が
Ｗ

ｅ
ｂ
上
で
可
能
と
な
り
︑
運

送
契
約
を
効
率
的
に
依
頼
元

・
依
頼
先
と
取
り
交
わ
す
こ

と
が
可
能
と
な
る
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

に
対
し
て
︑
運
送
契
約
書
面

の
作
成
と
デ
ー
タ
化
を
簡
単

に
行
う
こ
と
が
で
き
︑
取
引

先
と
の
運
送
契
約
締
結
の
効

率
化
に
繋
が
る
同
ア
プ
リ
の

積
極
的
な
活
用
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

つ
い
て
記
載
す
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
︒

　

同
ア
プ
リ
で
は
︑
事
業
法

改
正
に
伴
う
運
送
契
約
の
書

面
交
付
義
務
化
に
対
応
し
て

お
り
︑
交
付
書
面
に
記
載
す

べ
き
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に

入
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

ま
た
︑交
付
し
た
書
面
は
︑

そ
の
写
し
を
１
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
が
︑
同
ア
プ
リ

で
は
承
認
済
み
の
運
送
申
込

書
・
運
送
引
受
書
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ

フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ

　

図
２
で
は
︑
同
ア
プ
リ
に

よ
る
取
引
先
と
の
や
り
取
り

の
流
れ
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
︒

　

依
頼
元
（
荷
主
）
か
ら
運

送
の
依
頼
を
受
け
た
運
送
会

社
Ａ
（
会
員
事
業
者
）
は
︑

　

当
社
は
︑
九
州
お
よ
び
関

東
︑
関
西
圏
に
冷
凍
食
品
な

ど
の
食
料
品
や
段
ボ
ー
ル
な

ど
の
資
材
品
︑
食
品
ト
レ
ー

を
輸
送
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
で
す
︒

　

改
正
事
業
法
施
行
前
は
︑

大
型
車
の
場
合
は
基
本
的
に

電
話
で
︑４
㌧
車
の
場
合
は
︑

対
面
に
よ
る
口
頭
で
運
送
申

込
を
受
け
て
い
ま
し
た
︒
そ

の
た
め
︑
当
社
で
は
運
送
契

約
の
書
面
化
に
は
取
り
組
ん

で
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

当
社
で
は
改
正
事
業
法
施

行
を
前
に
︑
法
令
遵
守
の
観

点
か
ら
︑
運
送
契
約
の
書
面

化
に
向
け
て
何
ら
か
の
行
動

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
︒
地

元
の
佐
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
馬
渡
雅
敏
会
長
）
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
︑
し

ば
ら
く
は
紙
ベ
ー
ス
で
書
面

化
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
︑
令
和
６
年
10
月
に

佐
賀
県
ト
協
事
務
局
か
ら

﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

運
送
契
約
・
書
面
化
ア
プ
リ

を
開
発
し
た
﹂
と
の
話
が
あ

り
︑
同
時
に
﹁
同
ア
プ
リ
の

模
擬
テ
ス
ト
に
協
力
し
て
ほ

し
い
﹂
と
の
要
請
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
︑
同
ア
プ
リ
の
利

用
に
踏
み
切
り
ま
し
た
︒

　

当
社
で
は
取
引
の
あ
る
荷

主
企
業
が
４
社
あ
り
ま
す

が
︑
そ
の
う
ち
２
社
と
の
間

で
︑
同
ア
プ
リ
に
よ
る
運
送

引
受
書
の
や
り
取
り
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
ア
プ
リ
の
操
作

は
︑
利
用
開
始
当
初
は
慣
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て

難
し
く
感
じ
ま
し
た
が
︑
操

作
に
慣
れ
た
現
在
で
は
使
い

や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

　

荷
主
企
業
の
担
当
者
か
ら

は
︑﹁
ア
プ
リ
を
使
っ
て
運
送

引
受
書
を
送
っ
て
く
る
の
は
︑

ま
だ
御
社
だ
け
だ
﹂
と
言
わ

れ
ま
す
が
︑
当
社
で
は
﹁
書

面
交
付
が
義
務
化
さ
れ
た
こ

と
で
︑
今
後
は
ど
の
運
送
会

社
で
も
ア
プ
リ
を
活
用
し

て
︑
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
運
送

引
受
書
を
送
っ
て
く
る
よ
う

に
な
る
﹂と
説
明
し
て
い
ま
す
︒

　

運
送
契
約
の
書
面
化
は
︑

適
正
運
賃
・
料
金
収
受
の
観

点
か
ら
も
︑
そ
し
て
輸
送
現

場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
観

点
か
ら
も
︑
運
送
会
社
と
し

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
す
︒
同
ア
プ
リ

の
操
作
は
比
較
的
シ
ン
プ
ル

で
あ
り
︑
担
当
者
の
負
担
感

な
く
運
送
契
約
の
書
面
化
が

実
現
で
き
る
こ
と
︑
ま
た
全

ト
協
会
員
事
業
者
は
ア
プ
リ

を
無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と

か
ら
︑
書
面
化
に
向
け
た
最

初
の
一
歩
と
し
て
︑
同
ア
プ

リ
の
活
用
は
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
︒

運
送
契
約
書
面
化
に
向
け
た
最
初
の
一
歩
と
し
て

「
運
送
契
約
・
書
面
化
ア
プ
リ
」
活
用
を

九
州
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱（
佐
賀
県
み
や
き
町
）　

江
下　

和
孝　

代
表
取
締
役
社
長

「
運
送
契
約
・
書
面
化
ア
プ
リ
」
ユ
ー
ザ
ー
の
声

表　アプリの動作環境

OS Microsoft®　Windows®　11

対応ブラウザ
Edge、Chrome（Firefox、Safari、

その他ブラウザは非推奨）

ディスプレイ 1920 × 1080 以上表示可能なもの
※スマートフォンやタブレット端末は動作保証対象外

1
「
運
送
契
約
締
結
時
の
書
面
交
付
義
務
化
」
と
は
？

実
運
送
事
業
者
の
適
正
運
賃
収
受
を
図
る
た
め

実
運
送
事
業
者
の
適
正
運
賃
収
受
を
図
る
た
め

運
送
契
約
時
の
書
面
交
付
を
義
務
化

運
送
契
約
時
の
書
面
交
付
を
義
務
化

2
「
運
送
契
約
・
書
面
化
ア
プ
リ
」
と
は
？

取
引
先
と
の
運
送
契
約
の
や
り
取
り
を
電
子
化

取
引
先
と
の
運
送
契
約
の
や
り
取
り
を
電
子
化

デ
ー
タ
化
に
よ
り
契
約
書
管
理
業
務
が
効
率
的
に

デ
ー
タ
化
に
よ
り
契
約
書
管
理
業
務
が
効
率
的
に

A

B

②運送契約・書面化アプリ
利用申込ページ

①全ト協「改正貨物自動車
運送事業法の解説」

受信専用サイト

会員事業者専用サイト

3
ア
プ
リ
に
よ
る
取
引
先
と
の
や
り
取
り
の
流
れ

デ
ー
タ
書
面
で
契
約
内
容
を
取
引
先
と
確
認

デ
ー
タ
書
面
で
契
約
内
容
を
取
引
先
と
確
認

ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
業
務
遂
行
が
可
能
に

ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
業
務
遂
行
が
可
能
に

図１　アプリの概要

図２　同アプリによる取引先とのやり取りの流れ

同
社
で
は
同
ア
プ
リ
の
活
用
を
通
じ

て
、運
送
契
約
の
書
面
化
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
た

「運送契約締結時の書面交付義務化」に対応

取引先との運送契約締結の効率化を実現する全ト協「運送契約・書面化アプリ」取引先との運送契約締結の効率化を実現する全ト協「運送契約・書面化アプリ」

江下　和孝
代表取締役社長
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※
解
答
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第154回］

「出口調査」から「手元調査」へ
……「端っこに座ってたのが手元調査のAIロボット!?」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜停止距離・車間距離編〜
 【解 答】3面に問題

❶ ○（交通の方法に関する教則
第5章第4節 安全な速度と車間距
離2-1）停止距離とは、空走距離
（ブレーキが実際に効き始めるま
での間に車が走る距離）と、制動
距離（ブレーキが効き始めてから
車が停止するまでの距離）とを合
わせた距離をいう。

❷ ×（交通の方法に関する教則
第4章第5節 安全運転に必要な知
識など2-4）制動距離は速度の2乗
に比例して大きくなるので、速度
が2倍になれば4倍になる。

❸ ×（交通の方法に関する教則
第5章第4節 安全な速度と車間距

離2-2）重い荷物を積んでいる場
合は制動距離が長くなる。

❹ ×（交通の方法に関する教則
第5章第4節 安全な速度と車間距
離2-4）大型自動車、中型自動車及
び準中型自動車は、普通自動車に
比べ、運転席の位置が高く、見下
ろす形になり、車間距離が実際よ
り長く感じられるため、車間距離
が短くなりやすいので注意する。

❺ ○（交通の方法に関する教則第
6章第2節 坂道・カーブ1-5）下り坂
では、加速がつき、停止距離が長
くなるので、車間距離を広くとる。

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

企
業
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
︑
会
社
は
経
営
ト
ッ
プ
で
決
ま

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
︒

中
小
企
業
な
ら
︑
ス
ト
レ
ー
ト
に

社
長
の
意
思
が
伝
わ
る
︒
大
企
業

で
は
︑
職
階
を
介
し
て
全
社
員
に

伝
達
さ
れ
る
︒い
ず
れ
に
し
て
も
︑

﹁
ト
ッ
プ
の
認
識
や
方
針
が
会
社

の
方
向
性
を
左
右
す
る
﹂
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
︒

　

一
方
︑
最
近
は
Ａ
Ｉ
が
注
目
さ

れ
て
い
る
︒
実
際
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
を
活
用
し
て
ブ
ロ
グ
な
ど
を

書
い
て
い
る
経
営
者
も
少
な
く
な

い
︒
質
問
に
即
座
に
答
え
る
Ａ
Ｉ

は
便
利
だ
︒
も
ち
ろ
ん
︑﹁
そ
の

ま
ま
ブ
ロ
グ
に
ア
ッ
プ
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
︑
多
少
の
手

直
し
を
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
化
す
る
﹂

と
い
う
人
が
多
い
よ
う
だ
︒

　

こ
の
Ａ
Ｉ
は
︑
使
い
方
に
よ
っ

て
は
様
々
な
利
便
性
や
効
果
が
得

ら
れ
る
︒
す
で
に
仕
事

で
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い

る
事
業
者
は
多
い
と
思

う
が
︑
こ
こ
で
は
珍
し

い
Ａ
Ｉ
活
用
の
事
例
を

紹
介
し
よ
う
︒
九
州

運
輸
局
管
内
に
本
社
の

あ
る
こ
の
事
業
者
は
︑

Ａ
Ｉ
活
用
の
一
つ
と
し

て
︑昨
年
９
月
か
ら﹁
社

長
の
考
え
方
を
社
員
に
伝
え
る

対
話
型
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
﹂︒

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
︑
都
内
の
あ

る
会
社
が
開
発
し
た
対
話
型
Ａ

Ｉ
ツ
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
︑
同
事

業
者
専
用
と
し
て
開
発
し
た
も

の
で
あ
る
︒
こ
の
事
業
者
は
営

業
所
な
ど
も
多

数
あ
り
︑
従
業

員
が
千
百
人
以

上
い
る
︒﹁
当
面

は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ク
ラ
ス
以
上
（
約

１
２
０
人
）
が
︑

Ａ
Ｉ
で
24
時
間

い
つ
で
も
社
長
の

考
え
方
な
ど
を

聞
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
﹂

の
で
あ
る
︒

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

以
上
に
な
る
と
︑

自
分
の
役
職
上

の
権
限
と
責
任

の
範
囲
内
で
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
多
い
︒
だ
が
︑
そ
の
判
断
は

会
社
の
理
念
に
基
づ
い
て
︑
前

向
き
さ
と
倫
理
性
を
も
っ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
す

る
と
︑﹁
自
分
の
判
断
が
会
社

の
基
本
的
な
方
向
性
に
合
致
し

て
い
る
か
ど
う
か
不
安
に
な
る
こ

と
が
あ
る
﹂︒
そ
の
た
め
︑
社
長

に
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
︒

　

だ
が
︑
対
話
型
Ａ
Ｉ
で
社
長
の

考
え
方
を
聞
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
︑
社
長
の
考
え
を
踏
ま
え
た
判

断
が
自
分
で
で
き
る
︒
こ
の
よ
う

に
︑
管
理
職
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
日
常
業
務
︑
部
下
の
育
成
︑
企

画
立
案
な
ど
を
判
断
で
き
る
よ
う

に
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
導
入
し
た

の
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
導
入
に

は
︑
様
々
な
既
存
の
デ
ー
タ
が
必

要
だ
︒
デ
ー
タ
が
少
な
い
と
Ａ
Ｉ

が
判
断
し
て
的
確
な
答
え
を
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
︒
こ
の
事
業
者

の
場
合
は
︑﹁
長
年
に
わ
た
っ
て
毎

月
１
日
に
は
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

動
画
で
配
信
し
て
き
た
︒
そ
の
他

に
も
対
話
型
Ａ
Ｉ
に
必
要
な
様
々

な
既
存
の
デ
ー
タ
が
あ
っ
た
﹂︒
さ

ら
に
︑
あ
ら
た
め
て
社
長
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
想
定
問
答
な
ど
の
デ
ー

タ
を
作
成
し
た
が
︑﹁
半
年
ぐ
ら

い
の
短
期
間
で
開
発
が
可
能
だ
っ

た
﹂︒
同
社
で
は
﹁
今
後
は
会
議

も
減
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
﹂

と
予
想
し
て
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
各
社
の
必
要
に

応
じ
て
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
時
代
に

な
っ
て
き
た
︒

第
368
回

対話型AIでトップの意思を伝達

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①トンネルの中は雪や雨の影響を受けないため凍結し
ないと考えがちですが、降雪地帯のトンネルでは、走
行車両の落とした雪によって、部分的に路面が凍結し
ていることがあります。トンネル内が凍結している場
合は、通常よりも停止距離が長くなるため、安易に前
車に追従していると、前車の減速でブレーキを踏んで
も、予想以上に停止距離が延びて追突する危険があ
ります。冬期のトンネルを走行する時は、夏期よりも大
きく車間距離をとることが大切です。また、トンネルの
出口付近で、白色系の車や銀色に光る荷台のトラック
に追従している時は、前の車が太陽の光にさらされて
見えなくなってしまう「ホワイトホール現象」にも気を
つけてください。

②トンネルの出口は凍結しやすい場所で、特に慎重に運
転する必要があります。「急」のつく運転操作は、スリッ
プ事故に繋がり、非常に危険です。冬期のトンネルで
は、路面の凍結を予想しておくとともに、路面状況をし
っかり確認しながら運転することが大切です。

③トンネルの入口では晴れていても、出口では雪になる
など、天候が大きく違うことがあります。漫然と運転し
ていると、天候の変化に驚き、急ブレーキや急ハンド
ルなどでコントロールを失って対向車線にはみ出して
対向車と衝突したり、横転したりする危険があります。

①トンネル内の凍結で停止距離が延びて、前車に
追突する危険があります（図１）。
②出口付近の凍結でスリップして、道路の側壁等
に衝突する危険があります（図2）。
③気象の変化に対応できず、対向車線にはみ出
したり、横転したりする危険があります（図3）。

　あなたは、前車に追従しながらトンネ
ルを走行しています。出口付近に差しか
かったところで、前車のブレーキランプが
点灯しました。この場面にはどのような危
険がありますか。また、危険を避けるため
にはどのような運転をすればよいでしょ
うか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

トンネルの出口付近では、天候が変化している
ことを想定しておきましょう。そして、スピードを
控えるとともに、ハンドルをしっかり握って慎重
に走行することを徹底してください。

交通の方法に
関する教則

Ⅰ. 目 的

　毎年３～４月には入学や就職、人事異動等により、引越各社における引越
取扱件数が年間で最も集中する時期である。
　この引越繁忙期における引越事業のサービスレベルや輸送品質を保持
するためにも、本年の引越繁忙期対策においては標準引越運送約款（以下、
「約款」という。）を遵守するとともに、万一、お客様からのクレームが寄せ
られた場合においても「責任と誠意」を持って対応する。
　また、トラック運送業界の慢性的な運転者及び引越作業員が不足するな
かにおいて、ドライバーの拘束時間遵守の観点からも、引越繁忙期におけ
る労働力の確保は大きな課題であり、引越を予定されるお客様に対しては、
「分散引越」についてご理解及びご協力をいただくよう、以下の実施事項を
定めて、全国的に推進することとする。

Ⅱ. 実施事項

１. 「分散引越」の推進
⑴全日本トラック協会

①広報活動の推進
全ト協広報紙『広報とらっく』を通じ、全会員に対し、「分散引越」の周知に向け
た全国的な広報活動を推進する。

②関係団体への協力依頼
引越繁忙期において、経団連等の全国事業者団体に対し、「分散引越」へのご
理解、ご協力を求めるチラシを配布し、協力を要請する。

③消費者への周知活動
引越事業者や消費生活センター等を通じ、消費者に対し「分散引越」へのご理
解とご協力を求めるチラシを「かしこい引越」、「標準引越約款のポイント」と併
せて、配布することにより、引越繁忙期における「分散引越」の周知を図る。

④ホームページへの掲載による啓発
引越繁忙期における混雑見込状況を全日本トラック協会ホームページへ掲載す
ることにより、一般消費者（引越利用者）に対する「分散引越」への協力を呼び
かける。

⑤インターネットを活用した周知
Web検索サイトYahoo！に分散引越のバナー広告を掲載して、より広範囲な人々へ
「分散引越」の周知を図る。

⑵都道府県トラック協会
①イベント等を通じた分散引越に係るPR活動
都道府県トラック協会が開催するイベントにおいて、一般消費者へ「分散引越」
チラシを配布し、周知に努める。

②関係団体への協力依頼
都道府県の各商工会議所、行政、自治体等の機関に配布要請を行い、「分散引
越」への積極的なご協力を呼びかける。

③その他のPR活動の推進
都道府県トラック協会が自らのホームページ掲載、チラシ配布、広告、TVラジオ

等の広報媒体を通じたＰＲ活動を推進する。
⑶事業者

①分散引越の周知活動
電話受付や下見、見積り時にお客様に対し、「分散引越」のメリットを伝えるとと
もにＰＲに努める。

②計画的な車両、人員の確保
年度末から年度初めの引越繁忙期においては、通常期に比べ、多くの車両、人
員が必要となることから、早い段階での計画的な車両、人員の確保に務める。

２. �消費者トラブルの防止に向けた取り組み
⑴�下見の実施、見積書発行、標準引越運送約款提示の徹底
　事業者が下見、見積り時に全ト協が作成した「標準引越運送約款のポイント」
を配布、活用することにより、引越利用者に対し約款を理解していただくよう努め
る。
　トラブル等を未然に防ぐため、約款に基づく下見の実施、積算根拠を明記した
見積書の発行、標準引越運送約款の提示を徹底する。

⑵�引越作業における破損等の事故防止の徹底
　作業員は必ず、荷物を受け取る時に約款に基づく貴重品等の運送上特段の注意
を要するものの有無等を申告していただくようお客様に求める。また、作業員全員
で荷物の取扱いは「ぶつけない、落とさない、引きずらない、投げない」の４つを守
り、荷物や家屋の破損等の事故防止を徹底する。

⑶引越相談窓口の明確化と適切な対応によるトラブルの防止
　お客様からの苦情のなかには、事業者への連絡がつかないことや対応の遅れな
どの不備の指摘も多いことから、適正な対応と処理の迅速化を図るため、引越相
談窓口となる連絡先を明確化し、二次クレームの防止に努める。また、事業者の責
任で荷物やその他のものを毀損した場合に対しては、誠意を持って対応し、お客様
との信頼関係の回復に努める。

⑷近隣対応の強化
　近隣とのトラブルを防止するため、次の項目を特に注意し、引越作業に務める。
①�引越開始前及び終了後における近隣への挨拶を励行する。
②�駐車中は、引越作業中であることが明らかになるよう車に表示するとともに緊急
連絡先を明記する。
③�道路交通法令を遵守し、適正な場所に駐車する。また、近隣より駐車車両の移
動をお願いされた際には速やかに移動するなど、常に近隣周辺への配慮を徹底
する。

⑸消費者関係法令の遵守
　引越業務における関係法令（約款以外）の遵守を徹底する。
①個人情報保護法に基づく個人情報の適切な管理による漏洩防止の徹底
②�家電リサイクル法及び一般廃棄物の取扱に関する適切な対応
③�特定商取引法に基づく契約書の発行等の適切な対応
④�景品表示法に基づく適正な価格表示方法等の徹底
⑤消費者契約法に基づく契約内容の遵守

全日本トラック協会  引越部会

令和8年 引越繁忙期対策実施事項令和8年 引越繁忙期対策実施事項
　全日本トラック協会引越部会（松橋謙一部会長）はこの
ほど、「令和8年引越繁忙期対策実施事項」を策定した。
　同対策では、全ト協、都道府県トラック協会、事業者がそ
れぞれ、引越輸送が集中する3・4月を避けるよう、利用者
に対し「分散引越」への理解と協力を求めるチラシ（右写

真）の作成・配布等のPR活動を推進する。
　また、消費者トラブルの防止に向け、下見の実施や引越
相談窓口の明確化および適切な対応、近隣対応の強化や
消費者関係法令の遵守など、引越事業者が行うべき取り組
みを定め、徹底していくこととしている。
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※講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
https://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276グリーン経営業務室

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで3.0％の燃費向上、車両故障件数20.9％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2023年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！
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東北運輸局

関東運輸局

オンライン

オンライン

13：30～15：30トラック
バス、タクシー

九州運輸局2月17日（火）
13：30～15：30トラック

バス、タクシー

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運事業 10：00～12：00

2月25日（水）

13：30～15：30 AP西新宿　Aルーム（５階）
東京都新宿区西新宿 7-2-4　新宿喜楓ビル2月20日（金）倉庫、港湾運送

旅客船、内航海運事業

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運事業 10：00～12：00
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︑
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︒
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︒
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る
頃
で
す
︒
自
然
の
摂
理
に
無
駄

は
な
く
︑
生
き
物
す
べ
て
に
大
切
な

糧
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
︒
▼
こ
の

夫
婦
に
は
︑
誰
に
も
言
え
な
い
秘
密

が
あ
り
ま
す
︒
長
男
は
北
海
道
で
生

を
受
け
名
は
﹁
き
た
お
﹂︑
長
女
は

鹿
児
島
で
生
を
受
け
名
は
﹁
島
子
﹂︑

次
女
は
広
島
で
生
を
受
け
名
は
﹁
広

子
﹂︒
３
人
の
子
ど
も
は
夫
婦
の
実

子
で
は
な
く
︑
罪
を
犯
し
た
犯
人
の

子
ど
も
で
︑
そ
の
出
生
を
隠
す
た
め

主
人
公
は
出
世
を
諦
め
︑
自
ら
転
勤

を
申
し
出
て
全
国
を
転
々
と
し
ま

す
︒
▼
血
の
繋
が
ら
な
い
親
子
で
す

が
︑
本
当
の
親
子
の
絆
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
親
子
の
深
い

情
が
見
て
取
れ
ま
す
︒
ド
ラ
マ
の
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
は
︑
親
子
が
住
む
集
合

住
宅
に
深
々
と
雪
が
降
り
続
き
︑
外

に
は
長
女
と
次
女
が
作
詞
作
曲
し
た

あ
の
挿
入
歌
が
優
し
く
聞
こ
え
て
き

ま
す
︒ 

（
山
崎　

薫
）
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①
錆
・
汚
れ
の
清
掃
と
給
脂

　

錆
が
著
し
い
ホ
イ
ー
ル
や
︑

　

車
輪
が
脱
落
す
る
ま
で
に

は
︑必
ず
予
兆
が
あ
り
ま
す
︒

日
常
点
検
や
定
期
点
検
を
し

っ
か
り
行
え
ば
︑
車
輪
脱
落

事
故
は
防
止
で
き
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑﹁
日
常
点
検
﹂

と
﹁
３
か
月
定
期
点
検
﹂
の

ポ
イ
ン
ト
（
図
４
）
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
︒
点
検
の
結

果
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
の

滑
ら
か
に
回
ら
な
い
ボ
ル
ト

・
ナ
ッ
ト
は
交
換
し
ま
し
ょ

折
損
な
ど
異
常
を
発
見
し
た

場
合
に
は
︑
そ
の
ま
ま
運
行

す
る
こ
と
な
く
︑
直
ち
に
確

実
な
整
備
を
行
い
︑
車
輪
の

脱
落
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
は
︑﹁
日
常
点
検
﹂
と
﹁
３

か
月
定
期
点
検
﹂の
ほ
か
に
︑

﹁
12
か
月
定
期
点
検
﹂︑﹁
ホ

イ
ー
ル
取
付
け
作
業
﹂︑﹁
タ

イ
ヤ
交
換
な
ど
ホ
イ
ー
ル
を

取
り
外
し
て
行
う
整
備
時
の

注
意
﹂︑﹁
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
︑

ス
チ
ー
ル
ホ
イ
ー
ル
の
履
き

替
え
﹂
な
ど
に
つ
い
て
も
紹

介
し
て
い
ま
す
︒
詳
細
は
︑

同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
︒

う
（
図
１
）︒

②
確
実
な
締
付
け

　

締
付
け
方
式
に
は
︑
球
面

座
で
締
め
付
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
方

式
と
︑
平
面
座
で
締
め
付
け

る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
方
式
が
あ
り
ま

す
︒
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
は
︑

規
定
の
締
付
ト
ル
ク
で
確
実

に
締
め
付
け
て
く
だ
さ
い
︒

③
増
し
締
め
の
実
施

　

初
期
な
じ
み
に
よ
る
締
付

け
力
の
低
下
が
起
こ
り
ま
す

の
で
︑
50
~
１
０
０
㌔
㍍
走

行
後
を
目
安
に
増
し
締
め
を

行
い
ま
す
（
図
２
・
３
）︒

図２

●「カチン」となったら力を緩める
なんども締め付けると、オーバートルク（締め過ぎ）になります。
●「静かに」「ゆっくり」締める
勢いや弾みをつけて締め付けると、オーバートルク（締め過ぎ）
になります。
●「切り替えレバー」は確実に
ラチェットのレバーは、しっかりと切り替えます。中途半端は
思わぬ空転を起こし危険です。
●「全体重」をかけない
全体重をかけて弾みをつけると、オーバートルク（締め過ぎ）
になります。

※いずれも、トルクレンチの破損の原因にもなります。

図３

図 1　著しい錆の例 ❶
車
輪
脱
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

滑
ら
か
に
回
ら
な
い
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
は
交
換

滑
ら
か
に
回
ら
な
い
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
は
交
換

タ
イ
ヤ
交
換
後
は
増
し
締
め
を
徹
底
！

タ
イ
ヤ
交
換
後
は
増
し
締
め
を
徹
底
！

❷
日
常
点
検
・
３
か
月
定
期
点
検
の
ポ
イ
ン
ト

点
検
ハ
ン
マ
等
を
使
用
し
て
日
常
点
検
を
実
施

点
検
ハ
ン
マ
等
を
使
用
し
て
日
常
点
検
を
実
施

３
か
月
定
期
点
検
で
は
ナ
ッ
ト
の
緩
み
を
確
認

３
か
月
定
期
点
検
で
は
ナ
ッ
ト
の
緩
み
を
確
認

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
大
型
車
の
ホ
イ
ー
ル

・
ボ
ル
ト
折
損
等
に
よ
る
車
輪
脱
落
事
故

が
増
加
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
︑
８
年

２
月
28
日
ま
で
﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事

故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施
し
て
い
ま

す
︒

　

車
輪
脱
落
事
故
は
11
月
〜
３
月
の
冬
季

に
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
は
﹁
適
切
な
手
順
と

方
法
に
よ
る
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
﹂
お
よ
び

﹁
タ
イ
ヤ
交
換
後
の
ト
ル
ク
・
レ
ン
チ
に

よ
る
増
し
締
め
﹂
に
加
え
て
︑﹁
日
常
点
検

お
よ
び
定
期
点
検
の
確
実
な
実
施
﹂
に
よ

り
︑
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
徹
底
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
車
輪
脱
落
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
︑
特

に
﹁
日
常
点
検
お
よ
び
定
期
点
検
﹂
を
中

心
に
︑（
一
社
）
日
本
自
動
車
工
業
会
が
作

成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
大
型
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス　

車
輪
脱
落
防
止
の

た
め
の
正
し
い
車
輪
の
取

扱
い
に
つ
い
て
﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
）か
ら
紹
介
し
ま
す
︒

図４　「日常点検」と「３か月定期点検」のポイント

締付け⽅法のポイントは
　トルク・レンチの締付けトルクの誤差は、±３％
程度だが、インパクトレンチでの締付けトルクの幅
は± 30％以上にもなる。このため正しい締め付
け力を得るには、必ずトルク・レンチなどの締付け
トルクを管理できる工具を使用する必要がある。
　インパクトレンチを使用する場合は、締め過ぎな
いよう規定トルクの３分の１～２分の１程度をねらっ
て締め付け、最後にトルク・レンチなどで、規定ト
ルクまで締め付ける。
　また、１か所を一気に締め付けてしまうと、一部
のホイールとハブの間にすき間が生じたり、一部
のボルトで、締め付け力が不足するなど、緩みの
原因となる。これを防ぐために、対角線順に２～
３回に分けて締め付ける。
　締付けトルクが大きすぎて過締め付けとなると、ボルトが伸びたり折れたり、ねじ山やホイールのナット当た
り面が傷んだりする。また、締付けトルクが小さ過ぎて締付け力不足となると、ナットが緩んで脱落したりする（図
５）。

め

め

過締付け（ボルト伸び）

（出典：自工会「トルクレンチで適正締付け」）

締付け不足（ナット緩み）

幅

トルク・レンチで
規定トルクまで
締付け

図５

「大型車の車輪脱落事故防止キャンペーン」２月28日まで実施中
日常点検を確実に実施して　車輪脱落事故防止の徹底を！国交省


